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士心

村

武
　
訳

訳
者
解
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
存
の
後
見
制
度
に
内
在
す
る
欠
陥
、
特
に
本
人
の
希
望
が
な
い
が
し
ろ

本
稿

「早
期
の
検
認
―
高
齢
者
の
た
め
の
後
見
制
度
に
関
す
る
新
　
　
　
に
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
、
無
能
力
宣
告
、
本
人
と
申
立
人
と
の
利
益

た
な
展
望
」
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ム
ン
ェ
イ

・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
　
サ
ン
タ
　
　
　
相
反
、
デ
ュ
ー

・
プ
ロ
セ
ス
の
限
界
の
観
点
か
ら
詳
細
に
論
じ
て
い

ク
ラ
ラ
大
学
教
授
に
よ
っ
て
ス
タ
ン
フ
オ
ー
ド
・
ロ
ー
・
レ
ビ
ユ
ー
の
　
　
　
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
よ
う
な
既
存
の
後
見
制
度
に
内
在
す
る
欠
陥
を

一
九
七
九
年
七
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
克
服
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
遺
言
が
遺
言
者
の
意
思
を
実
現
で
き

本
稿
は
、
ま
ず
、
意
思
能
力
を
欠
く
知
的
・精
神
的
障
害
者
な
か
で
　
　
　
る
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
後
見
人
の
意
思
を
実
現
す
る
た
め
に
遺

も
高
齢
者
の
財
産
管
理

（ヨ
ロ
品
ｏ日
ｏュ
Ｒ
「
ｏ０
０二
し

に
関
す
る
既
　
　
　
一言
に
関
す
る
手
続
で
あ
る
検
認
手
続
を
後
見
手
続
の
代
わ
り
に
利
用
す

早
期
の
検
認
―
高
齢
者
の
た
め
の
後
見
制
度
に
関
す
る
新
た
な
展
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
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一
号

（
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六
年
）

る
こ
と
を
提
案
す
る
。
す
な
わ
ち
、
本
人
自
ら
が
能
力
あ
る
段
階
で
、

将
来
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
無
能
力
に
備
え
て
自
分
の
財
産
管
理
。
身
上
監

護
を
指
示
し
て
お
く
文
書
で
あ
る

「
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
」
を
作
成

し
て
お
け
ば
、
そ
も
そ
も
そ
こ
で
指
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
に

（本
稿

で
は
は
っ
き
り
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
必
要
に
応
じ
て
指
名
さ

れ
た
任
意
代
理
人
に
よ
っ
て
）
財
産
管
理

。
身
上
監
護
が
な
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
多
く
の
場
合
に
後
見
人
任
命
の
必
要
性
は
な
く
な
る
。
ま

た
仮
に
後
見
人
が
必
要
と
さ
れ
て
も
後
見
人
は
そ
の
文
書
に
拘
束
さ

れ
、
後
見
人
の
任
命
に
つ
い
て
も
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
に
よ
っ
て
自

分
の
希
望
を
裁
判
所
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
が
望
ま
な
い
よ
う

な
後
見
人
が
付
さ
れ
る
こ
と
を
予
防
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
身
上
監
護

（ョ
ロ
品
ｏ日
８
一
Ｒ
汀
巴
，
お
０，
卜
ｏ出
，

ｏ闘
Ｃ

に
つ
い
て
も
、
自
己
決
定
や
自
律
性
の
見
地
か
ら
、
強
制
的
な

施
設
収
容
や
治
療
は
後
見
人
や
医
師
の
判
断
で
は
な
く
本
人
の
発
病
以

前
の

「真
の
」
意
思
に
し
た
が
っ
て
の
み
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
意
思
表
示
の
手
段
と
し
て
リ
ヴ
ィ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
を
利
用
す
る
こ

と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
の
題
名
―

「早
期
の
検
認
」
―
は
、
本
来
死
亡
に
よ
っ
て
発
効

す
る
遺
言
に
関
す
る
制
度
で
あ
る
検
認
制
度
を
、
時
期
尚
早
で
は
あ
る

四
人
三

が
早
期
に
本
人
の
無
能
力
の
段
階
で
発
効
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る

（第
Ｉ
章
第
Ｃ
節
の
冒
頭
部
分
の
第
三
文
お
よ
び
第
四
文
参
照
）
。

早
期
の
検
認
を
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
に
よ
っ
て
可
能
に
し
、
後
見
制

度
を
回
避
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
人
の
自
己
決
定
権
な
い
し
は
自
分

自
身
に
対
し
て
責
任
を
も
つ
権
利

（一ｒ
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置
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が

尊

重

さ

れ

る

こ

と

に

な

る

点

を

本

稿
は
強
調
し
て
い
る
。

な
お
、
一
般
に

「
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
」
と

い
う
こ
と
ば

は
、
一
九
七
六
年
の
ク
イ
ン
ラ
ン
事
件
以
来
、
末
期
状
態
に
陥

っ
た
と

き
に
生
命
維
持
治
療
の
中
止
を
求
め
る
尊
厳
死
の
宣
言
書
の
意
味
で
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、
著
者
は
自
著

『リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
を
書
く
こ

と
―
持
続
的
委
任
状
の
利
用
』
２

九
八
八
年
）
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）
の
前
書
の
な
か
で
こ
の
よ
う
な
用
法
を

「狭
義
の
リ
ヴ
ィ
ン

グ

・
ウ
ィ
ル
」
と
呼
び
、
本
来
死
亡
に
あ
た
っ
て
の
広
範
な
財
産
処
分

や
様
々
な
指
示
に
用
い
ら
れ
る

「
ウ
ィ
ル

（遺
言
と

と
い
う
こ
と
ば

が
こ
の
よ
う
な
限
定
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
の
は
不
適
切
だ
と
述

べ
、
自
分
は
財
産
管
理

。
身
上
監
護
を
含
む
持
続
的
委
任
状

Ｃ
日
３
げ
０
２
お
『
Ｒ
諄
ざ
日
０し
の
意
味
で

「
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
」



を
用
い
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
に
作
成
し
た
。

本
稿
の
草
案
は

一
九
七
九
年
四
月
二
三
日
と
二
四
日
の
両
日
に
合
衆
　
　
　
　
日
本
で
も
本
稿
が
指
摘
す
る
の
と
同
様
の
欠
点
を
後
見
制
度
が
抱
え

国
下
院
老
化
特
別
委
員
会
が
開
催
し
た
全
国
精
神
健
康
高
齢
者
会
議
人
　
　
　
て
お
り
、
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
本
人
の
自
己
決
定
権
尊
重
の
見
地
か

権
擁
護
対
策
委
員
会

（議
長
は
著
者
）
で
回
覧
さ
れ
、
同
対
策
委
員
会
　
　
　
ら
成
年
後
見
制
度
整
備
の
必
要
性
が
強
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
現
在
、
ア

は

「能
力
が
あ
る
段
階
で
無
能
力
の
間
に
な
さ
れ
る
身
上
監
護

。
財
産
　
　
　
メ
リ
カ
法
の
整
備
に
と
っ
て
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
の
分
野
の

管
理
を
司
る
拘
束
力
あ
る
文
書
を
提
出
す
る
本
人
の
権
利
の
立
法
的
実
　
　
　
代
表
的
な
専
門
家
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
本
稿
の
翻
訳
は

一
参
考
資
料

現
に
つ
き
適
切
な
立
法
府
が
規
定
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
提
案
し
、
こ
　
　
　
と
し
て
の
存
在
意
義
を
持
つ
と
考
え
る
。

の
提
案
は
会
議
で
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
原
文
の
脚
注
に
つ
い
て
は
、
判
例
の
出
典
は
本
文
に
挿
入

著
者
は
、
高
齢
者
に
関
す
る
法
の
専
門
家
で
法
学
博
士

（イ
ェ
ー
ル
　
　
　
し
、
そ
の
他
は
割
愛
し
た
。
ま
た
原
文
中
で
斜
体
で
強
調
が
な
さ
れ
て

大
学
、
一
九
六
九
年
）
で
あ
り
、
サ
ン
タ
ク
ラ
ラ
大
学
法
学
部
長
　
　
　
い
る
語
句
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
し
た
。

（
一
九
七
〇
年
か
ら

一
五
年
間
）、
全
国
高
齢
者
法
律
セ
ン
タ
ー
長
、
ア
　
　
　
　
本
稿
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
ロ
ロ
いｏａ
ｇ
己
お
『∽辱
６
議
８
Ｒ
↓
ｏ３
‐

メ
リ
カ
法
律
家
協
会
高
齢
者
法
律
問
題
委
員
会
委
員
、
ア
メ
リ
カ
法
律

　

　

”
ｏざ
鍵

目
８
Ｂ
Ｉ
四
よ
り

一
九
九
六
年
七
月

一
日
付
で
文
書
に
よ
る
同

家
協
会
老
人
法
律
問
題
家
族
法
会
議
議
長

（約
三
〇
年
間
）
、
カ
リ
　

　

意
を
受
け
て
い
る
。

フ
オ
ル
ニ
ア
法
律
家
協
会
老
人
法
律
問
題
家
族
法
会
議
初
代
議
長
を
歴

任
。
著
書
に
前
掲
書
の
他
に
ト
ラ
ヴ
ィ
ス
・
ル
イ
ン
と
の
共
著

『老
人

と
代
理
人
に
よ
る
管
理
の
必
要
性
』
■

九
七
二
年
）
（巧
汀

＞
ｍａ

”
　
　
　
Ｉ
　
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
と
代
理
人
に
よ
る
財
産
管
理

警
Ｏ
ｚ
８
０
お
『
Ｆ
日
品
，８
〓
営
品
０ョ
８
■
）
が
あ
る
。
ま
た
、
合
衆
　
　
　
Ａ
．
現
行
後
見
法
の
欠
陥

国
初
の
身
上
監
護
に
関
す
る
持
続
的
委
任
状
法
で
あ
る

一
九
八
三
年
の
　
　
　
　
一
。
無
能
力
宣
告

カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
法
の
法
案
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
法
律
改
正
委
員
会
と
　
　
　
　
一
〓
被
後
見
人
の
希
望
と
利
益
相
反

早
期
の
検
認
―
高
齢
者
の
た
め
の
後
見
制
度
に
関
す
る
新
た
な
展
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
人
三
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Ｂ
・
デ
ユ
ー

・
プ
ロ
セ
ス
モ
デ
ル
の
限
界

一
。
財
産
剥
奪
と
し
て
の
代
理
人
に
よ
る
管
理

二
・
生
命

・
自
由
剥
奪
と
し
て
の
代
理
人
に
よ
る
管
理

Ｃ
・
検
認
モ
デ
ル
ー

後
見
手
続
の
代
わ
り
と
し
て
の
リ
ヴ
ィ
ン
グ

ウ
ィ
ル
の
利
用

一
・
遺
言
者
の
意
思
を
表
明
す
る
検
認
の
方
式

二
・
後
見
制
度
へ
の
検
認
法
の
適
用
―

リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
イ
ル

Ｄ
・
リ
ヴ
イ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
の
作
成
と
そ
の
執
行

一
・
方
式

二
・
後
見
人
の
裁
量

三
・
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
に
対
す
る
異
議

Ⅱ
　
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
と
代
理
人
に
よ
る
身
上
監
護

Ａ
・
強
制
的
施
設
収
容
の
根
拠

一
・
他
人
に
対
す
る
危
険
性

二
・
自
己
に
対
す
る
危
険
性

Ｂ
．
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
の
利
用

Ⅲ
　
結
論

四
人
四

「早
期
の
検
認
―
高
齢
者
の
た
め
の
後
見
制
度
に
関
す
る
新
た
な
展
望
」

本
人
の
身
上
監
護
と
財
産
管
理
は
、
大
部
分
が
そ
の
裁
量
に
ま
か
さ

れ
て
い
る
。
法
は
こ
の
領
城
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
必
要
な
意

思
決
定
を
す
る
能
力
を
有
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
多
く
が
高
齢
者
で
あ
る
こ
の
よ
う
な
意
思
決
定
の
能
力
を
欠

い
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
法
は
後
見
制
度
な
い
し
は
そ
れ
に
相
当
す

る
制
度
の
形
態
に
お
い
て
代
理
人
に
よ
る
管
理
を
付
す
る
こ
と
を
規
定

し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
被
後
見
人
の
身
上
な
い
し
は
財
産
に
と
っ
て

何
が
最
善
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
後
見
人
の
判
断
を
も
っ

て
代
替
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
耐
え
難
い
濫
用
の
危
険
性
が
生
じ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。

後
見
人
は
被
後
見
人
に
代
わ
っ
て
被
後
見
人
の
希
望
に
反
す
る
身
上

監
護
の
決
定
を
す
る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
後
見
人
は
被
後
見
人

を
か
れ
の

「保
護
」
の
た
め
に
入
院
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
病
院
で
は

電
気
シ
ョ
ッ
ク
療
法
な
ど
の
被
後
見
人
が
特
に
恐
れ
て
い
る
よ
う
な
治

療
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
後
見
人
が
、
被
後
見
人
に
自
殺



の
恐
れ
が
あ
り
、
他
人
に
対
し
て
危
険
性
が
あ
る
と
感
じ
る
場
合
に

は
、
被
後
見
人
を
施
設
に
強
制
収
容
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
後
見
人
は
、
所
有
し
た
り
貯
金
し
た
り
す
る
利
益
を
被
後
見

人
が
享
受
す
る
の
を
認
め
ず
、
任
命
さ
れ
た
管
理
人
か
ら
そ
の
よ
う
な

利
益
を
慈
善
的
な
施
し
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
を
要
求
す
る
か
も
し
れ

な
い
。
後
見
人
は
、
被
後
見
人
が
利
益
を
与
え
た
い
と
思
う
人
か
ら
後

見
入
自
身
が
好
む
人
へ
と
資
金
の
流
れ
を
変
え
て
し
ま
う
よ
う
な
や
り

方
で
財
産
管
理
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
被
後
見
人
の
死

亡
時
に
相
続
さ
れ
る
遺
産
を
多
く
残
そ
う
と
も
く
ろ
ん
で
、
被
後
見
人

の
出
費
を
制
限
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

法
は
代
理
人
に
よ
る
管
理
を
被
後
見
人
に
対
す
る
利
益
と
考
え
て
い

る
の
で
、
非
当
事
者
主
義
的
な
構
造
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
管
理
を
付

し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
被
後
見
人
の
財
産
に
対
す
る
請
求
は
表
立
っ

て
提
起
さ
れ
裁
判
所
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
た
だ
唯

一
の

争
点
で
あ
る
被
後
見
人
の
能
力
に
関
す
る
訴
訟
の
中
に
埋
没
し
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
能
力
決
定
手
続
に
お
い
て
被
後
見
人
に
と
っ

て
重
要
な
利
益
で
あ
る
ゆ
え
に
、
―

デ
ュ
ー

・
プ
ロ
セ
ス
が
認
め
ら

れ
て
い
る
訴
訟
手
続
が
公
正
さ
を
保
障
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
推
測
に
基

づ
い
て
―

そ
の
手
続
が
デ
ュ
ー

・
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
配
慮
を
伴
う

早
期
の
検
認
―
高
齢
者
の
た
め
の
後
見
制
度
に
関
す
る
新
た
な
展
望 よ

う
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
の
保
障
は
あ
て
に
な
ら
ず
、
ひ
ど

く
公
平
を
失
し
て
い
る
事
例
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。

財
産
後
見
と
身
上
後
見
は
多
く
の
共
通
部
分
が
あ
る
反
面
、
こ
の
代

理
人
に
よ
る
二
つ
の
管
理
・監
護
の
形
態
は
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
問
題

を
生
じ
さ
せ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
本
稿
の
第
Ｉ
章
に
お
い
て
、

私
は
財
産
後
見
に
付
随
し
て
生
じ
る
諸
問
題
を
考
察
し
、
被
後
見
人
の

財
産
的
利
益
の
保
護
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
方
法
を
吟
味
す
る
。

以
上
の
結
論
と
し
て
、
検
認
法
か
ら
示
唆
さ
れ
る

「
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・

ウ
ィ
ル
」
が
現
行
後
見
モ
デ
ル
に
対
す
る
最
善
の
代
替
手
段
と
な
る
こ

と
を
述
べ
る
。
第
Ⅱ
章
で
は
、
代
理
人
に
よ
る
身
上
監
護
に
よ
っ
て
生

じ
る
諸
問
題
―

特
に
強
制
的
施
設
収
容
の
過
度
の
利
用
に
関
す
る
間

題
―

を
考
察
し
、
結
論
と
し
て
、
こ
こ
で
も
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル

が
無
能
力
時
に
自
分
の
治
療
を
決
定
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
点

を
指
摘
し
た
い
。

Ｉ
　
リ
ヴ
ィ
ン
グ

ｏ
ウ
ィ
ル
と
代
理
人
に
よ
る
財
産
管
理

裕
福
な
人
が
倒
れ
る
と
、
後
見
手
続
に
内
在
す
る
起
こ
り
う
べ
き
個

人
的
悲
劇

の
広
が
り
が
ま
ざ
ま
ざ
と
顕
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

四
八
五
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一
九
六
四
年

一
〇
月
に
ベ
ン
・
ワ
イ
ン
ガ
ー
ト
は
、
ほ
ぼ
後
見
制
度
に

相
当
す
る
財
産
管
理
制
度
の
も
と
に
置
か
れ
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た

（Ｆ
お
編
路
嘔
ｉ
ｚ
ｏ
・”
‐８
ぷ
８

０
遍
８

９
・マ
３
し
ィ
ト
＞

ｏ
８
ヨ
■
・

ｏ
卜
ｏ
ｏ一・Ｎ
Ｏ
３̈
Ｎ
じ
。
当
時
か
れ
は
、
お
よ
そ

一
五
億
ド
ル
の
評
価
額

の
財
産
を
所
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。
代
理
人
に
よ
る
管
理
を

求
め
る
申
立
に
は
、
か
れ
は

「狡
猾
で
下
心
あ
る
」
人
に
蝙
さ
れ
そ
う

に
な

っ
て
い
る
と
あ
り
、
一
六
年
間
同
居
し
て
い
た
女
性
の
名
前
が
記

さ
れ
て
い
た
。
ワ
イ
ン
ガ
ー
ト
氏
の
財
産
の
管
理
人
に
な
る
こ
と
を
望

ん
だ
申
立
人
た
ち
は
、
個
人
的
に
か
れ
か
ら
か
な
り
の
額
に
の
ぼ
る
借

金
を
負

っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

裁
判
所
は

一
九
七
四
年

一
〇
月
に
か
れ
を

一
時
的
財
産
管
理
制
度
の

も
と
に
置
き
、
そ
の
年
の

一
一
月
に
は
永
続
的
財
産
管
理
制
度
の
も
と

に
置
い
た
。
ワ
イ
ン
ガ
ー
ト
氏
は
い
ず
れ
の
手
続
に
も
出
席
し
な
か
っ

た
。
か
れ
が
欠
席
す
る
理
由
と
し
て
、
申
立
人
は
、
ワ
イ
ン
ガ
ー
ト
氏

は
中
度
の
脳
器
質
精
神
症
候
群
を
患
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
審
理
に
出

席
で
き
な
い
旨
述
べ
る
診
断
書
を
裁
判
所
に
提
出
し
た
。
任
命
さ
れ
る

や
否
や
財
産
管
理
人
は
、
ワ
イ
ン
ガ
ー
ト
氏
と
同
居
し
て
い
た
女
性
に

対
す
る
す
べ
て
の
支
払
を
停
止
し
、
彼
女
が
か
れ
に
会
う
こ
と
を
禁
じ

た
。
ま
た
、
財
産
管
理
人
は
、
財
産
管
理
人
と
し
て
の
自
分
た
ち
の
管

四
人
六

理
下
に
あ
っ
た
か
な
り
の
額
の
金
銭
―
裁
判
所
に
対
し
て
財
産
管
理
の

会
計
報
告
を
す
る
制
約
を
受
け
る
―

を
自
分
た
ち
を
受
託
者
と
す
る

信
託
へ
と
移
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
ベ
ン
・
ワ
イ
ン
ガ
ー
ト
に
関
す
る
実
話
に
は
、
手
続
上
の
不
公

正
さ
、
隠
れ
た
利
益
相
反
、
そ
し
て
被
後
見
人
の
希
望
を
悲
劇
的
と
い

え
る
ま
で
に
省
み
な
い
こ
と
が
充
満
し
て
い
る
。
ワ
イ
ン
ガ
ー
ト
氏
と

は
異
な
り
、
代
理
人
に
よ
る
管
理
を
免
れ
た
人
は
、
究
極
的
に
は
す
べ

て
の
財
産
を
検
認
手
続
を
経
て
処
分
す
る
こ
と
に
な
る
。
代
理
人
に
よ

る
管
理
も
検
認
も
主
と
し
て
高
齢
者
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
の
手
続
に
お
い
て
も
配
偶
者
と
子
供
が
利
益
を
得
る
こ
と
が
多

い
―

代
理
人
に
よ
る
管
理
で
は
、
財
産
が
後
に
生
じ
る
検
認
を
経
て

こ
れ
ら
の
相
続
人
に
承
継
さ
れ
る
よ
う
に
財
産
を
保
存
し
た
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
被
後
見
人
の
生
存
中
に
相
続
人
に
与
え
ら
れ
る
支
給
額

を
増
額
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
益
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

検
認
と
は
違
っ
て
代
理
人
に
よ
る
管
理
で
は
、
以
前
に
被
後
見
人
が
表

明
し
た
意
思
に
従
う
も
の
で
は
な
い
の
で
、
被
後
見
人
は
財
産
利
用
の

し
か
た
を
決
定
す
る
権
利
を
否
定
さ
れ
て
し
ま

つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
下
本
章
に
お
い
て
私
は
、
た
し
か
に
後
見
手
続
に
お
い
て
手
続
的

デ
ユ
ー

・
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
配
慮
は
増
大
し
つ
つ
あ
る
が
、
被
後



見
人
の
財
産
的
利
益
は
保
護
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。
私
　
　
　
し
か
し
、
後
見
法
に
お
い
て
は
、
無
能
力
の
基
準
が
緩
や
か
で
あ
り
、

は
、
現
行
後
見
モ
デ
ル
の
代
わ
り
に
検
認
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
　
　
　
手
続
保
障
は
幻
想
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
無
能
力
だ
と
申
し
立
て
ら
れ
た

よ
り
良
い
結
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
の
よ
う
に
後
見
を
　
　
　
者
が
依
然
と
し
て
財
産
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら

検
認
へ
と
変
え
る
な
ら
ば
、
結
果
の
確
実
性
が
強
調
さ
れ
、
被
後
見
人
　
　
　
ず
、
裁
判
所
が
無
能
力
認
定
を
行
い
後
見
人
を
任
命
し
て
し
ま
う
こ
と

に
と
っ
て
何
が

「最
善
」
で
あ
る
か
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
リ
ヴ
ィ
　
　
　
も
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
実
際
に
被
後
見
人
が
無
能
力
で
あ

ン
グ

・
ウ
ィ
ル
」
に
お
い
て
明
示
さ
れ
た
限
り
に
お
い
て
被
後
見
人
の
　
　
　
り
後
見
人
を
必
要
と
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
さ
え
、
現
行
後
見
法
の

以
前
に
述
べ
ら
れ
た
目
標
を
実
現
す
る
こ
と
へ
と
核
心
が
移
っ
て
ゆ
く
　
　
　
も
と
で
は
、
後
見
人
が
被
後
見
人
の
希
望
に
応
じ
て
か
れ
の
財
産
を
管

で
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
す
る
と
い
う
保
証
は
な
い
。
そ
し
て
、
裁
判
所
が
申
立
人
と
被
後
見

人
と
の
間
の
利
益
相
反
を
認
識
で
き
る
と
い
う
保
証
も
現
行
後
見
法
下

Ａ
・
現
行
後
見
法
の
欠
陥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
私
は
、
以
上
述
べ
た
よ
う
な
後
見
法

の
欠
陥
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

裁
判
所
は
本
人
が
自
ら
適
切
に
世
話
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断

し
た
場
合
、
本
人
を
後
見
に
付
す
。
裁
判
所
が
こ
の
よ
う
な
決
定
を
し
　
　
　
一
．
無
能
力
宣
告

た
と
き
に
は
、
被
後
見
人
の
身
上
を
世
話
す
る
後
見
人
を
任
命
す
る
こ
　
　
　
　
緩
や
か
な
無
能
力
の
基
準

と
に
な
る
。
被
後
見
人
の
財
産
管
理
が
必
要
に
な
れ
ば
、
身
上
後
見
人
　
　
　
　
ワ
イ
ン
ガ
ー
ト
事
件
に
適
用
さ
れ
た
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
州
検
認
法
典

自
身
、
あ
る
い
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
別
の
者
が
そ
れ
を
行
　
　
　
は
、
多
く
の
他
州
の
現
行
検
認
法
と
同
様
に
、
緩
や
か
な
無
能
力
の
基

う
。
身
上
後
見
で
も
財
産
後
見
で
も
被
後
見
人
は
管
理
・監
護
が
で
き
　
　
　
準
に
よ
っ
て
代
理
人
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
を
許
し
て
い
た
。
こ
の
他
州

な
い
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
被
後
見
人
に
代
わ
っ
て
被
後
見
人
　
　
　
の
現
行
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る
基
準
は
、
改
正
前
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

の
最
善
の
利
益
の
た
め
に
行
動
す
る
代
理
人
が
付
さ
れ
る
の
で
あ
る
。　
　
　
法
同
様
、
後
見
手
続
は
も
っ
ば
ら
被
後
見
人
の
利
益
と
な
る
と
い
う
確

早
期
の
検
認
―
高
齢
者
の
た
め
の
後
見
制
度
に
関
す
る
新
た
な
展
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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信
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば

「老
齢
」
と
い
う
基
準

の
よ
う
に
、
個
々
の
基
準
は
緩
や
か
で
あ
り
、
中
立
的
な
事
実
認
定
よ

り
も
む
し
ろ
価
値
判
断
を
奨
励
す
る
傾
向
が
あ
る
。
例
を
あ
げ
れ
ば
、

年
齢
と
機
能
障
害
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
多
く
の
議
論
が
み
ら
れ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
制
定
法
の
文
語
は
事
実
認
定
者
が
画

一
的
に
年
齢
と

無
能
力
を
関
連
づ
け
る
の
を
許
し
て
し
ま

つ
て
い
る
。
同
様
に
、
精
神

病
と
い
う
つ
か
ま
え
ど
こ
ろ
の
な
い
概
念
に
よ
り
素
人
は
偏
見
を
抱
い

て
し
ま
う
の
だ
が
、
裁
判
官
や
陪
審
ま
で
も
が
こ
の
言
葉
が
後
見
に
よ

る
有
益
だ
と
思
わ
れ
る
介
入
の
理
由
と
な
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
最
も

偏
見
に
満
ち
た
意
味
で
用
い
て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

手
続
保
障
と
い
う
幻
想

他
の
法
域
の
現
行
法
と
同
様
、
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
法
も
ワ
イ
ン
ガ
ー

ト
氏
に
手
続
保
障
を
あ
た
え
て
い
た
。
し
か
し
、
無
能
力
で
あ
る
と
申

し
立
て
ら
れ
た
者
の
大
部
分
に
と
っ
て
と
同
様
、
ワ
イ
ン
ガ
ー
ト
氏
に

対
し
て
も
こ
の
手
続
保
障
は
何
の
役
に
も
立
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
法
は
、
審
理
に
本
人
が
出
席
す
る
こ

と
、
申
立
を
争
う
た
め
に
弁
護
士
に
よ
っ
て
代
理
さ
れ
る
こ
と
、
裁
判

所
に
よ
っ
て
無
能
力
の
決
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
つ
き
特
に
規
定
し
て

い
る
が
、
ワ
イ
ン
ガ
ー
ト
氏
は
二
回
の
審
理
の
い
ず
れ
に
も
出
廷
せ

四
人
八

ず
、
申
立
に
異
議
を
述
べ
る
は
ず
の
弁
護
士
に
よ
っ
て
代
理
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
だ
っ
た
。
以
下
に
み
る
よ
う
に
、
か
れ
の
事
件
は
典
型
的

な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
全
国
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
よ

れ
ば
、
被
告
の
九
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
自
分
の
事
件
の
審
理
時
に
裁
判
所

に
出
廷
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
個
々
の
事

件
に
お
け
る
申
立
人
は
、
ワ
イ
ン
ガ
ー
ト
事
件
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た

の
と
同
様
の
、
被
告
人
は
法
廷
で
の
苛
酷
な
手
続
に
耐
え
ら
れ
な
い
旨

の
診
断
書
を
提
出
し
た
は
ず
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
、
こ
の
診
断
書

こ
そ
が
無
能
力
の
認
定
を
先
取
り
し
た
と
も
言
え
よ
う
。
被
告
人
は
衰

弱
し
て
い
る
た
め
審
理
に
出
席
で
き
な
い
旨
の
供
述
に
付
さ
れ
て
い
る

医
師
の
署
名
こ
そ
が
、
事
実
審
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
最
初
の
無
能
力

の
証
拠
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
全
国
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の
研
究
対
象

と
な
っ
た
被
告
の
う
ち
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
ワ
イ
ン
ガ
ー
ト
氏
と
同

様
、
審
理
に
お
い
て
弁
護
士
に
よ
っ
て
代
理
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
。
能
力
に
関
す
る
審
理
に
お
い
て
蚊
帳
の
外
に
置
か

れ
て
し
ま

っ
て
い
る
被
告
人
と
な
り
う
る
者
が
、
さ
ら
に
弁
護
士
に

よ
っ
て
代
理
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
甘
ん
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
つ
て

も
驚
く
に
は
値
し
な
い
の
で
あ
る
。



二
．
被
後
見
人
の
希
望
と
利
益
相
反

裁
判
所
が
被
告
人
を
無
能
力
で
あ
る
と
適
正
に
判
断
し
た
場
合
に
お

い
て
さ
え
、
後
見
法
の
も
と
で
は
後
見
人
が
被
告
人
の
希
望
に
従
っ
た

り
、
あ
る
い
は
裁
判
所
が
申
立
人
と
被
後
見
人
と
の
間
に
存
在
す
る
利

益
相
反
を
認
識
し
た
り
す
る
と
は
保
証
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
裁

判
所
が
被
後
見
人
は
現
在
財
産
管
理
を
す
る
能
力
が
な
い
と
判
断
す
る

と
、
他
な
ら
ぬ
被
後
見
人
が
後
見
手
続
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
金
銭
を

稼
い
だ
の
で
あ
り
、
財
産
を
所
有
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
や
、
被

後
見
人
に
は
そ
の
処
分
に
つ
い
て
明
確
か
つ
適
当
な
計
画
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
何
ら
取
る
に
足
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。
能
力
が
あ
っ
た
時
に
被
後
見
人
は
何
を
し
た
で
あ
ろ

う
か
と
い
う
知
識
が
、
い
ま
何
が
被
後
見
人
の
最
善
の
利
益
で
あ
る
の

か
と
い
う
問
題
を
解
明
す
る
と
思
わ
れ
る
の
に
、
被
後
見
人
の
お
金
が

い
か
に
使
わ
れ
る
べ
き
か
決
定
す
る
責
任
を
も
っ
て
い
る
の
は
後
見
人

と
そ
れ
を
監
督
す
る
裁
判
所
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
典
型
的
な
後
見
手
続
に
お
い
て
は
、
将
来
的
に
遺
産
の
受

益
者
と
な
る
の
で
そ
の
財
産
を
保
存
し
た
い
で
あ
ろ
う
申
立
人
と
そ
の

財
産
か
ら
生
じ
る
利
益
を
使
い
た
い
で
あ
ろ
う
被
後
見
人
と
な
り
う
べ

早
期
の
検
認
―
高
齢
者
の
た
め
の
後
見
制
度
に
関
す
る
新
た
な
展
望 き

者
と
の
間
に
生
じ
う
る
利
益
相
反
に
つ
い
て
の
認
識
や
対
処
が
、
何

ら
み
ら
れ
な
い
。
多
く
の
人
が
誰
で
も
後
見
人
が
必
要
だ
と
の
申
立
を

行
っ
て
、
本
人
の
能
力
を
調
べ
る
手
続
を
開
始
で
き
る
の
で
あ
る
。
典

型
的
な
申
立
人
は
家
族
や
近
親
者
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
被
告
人

の
死
亡
時
に
相
続
さ
れ
う
る
遺
産
を
保
存
す
る
後
見
に
よ
つ
て
利
益
を

う
け
る
可
能
性
が
特
に
高
い
者
で
あ
る
。
数
人
の
競
合
す
る
受
益
者

が
、
後
に
互
い
の
請
求
が
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
を
予
期
し
つ
つ
も
当
面

遺
産
の
減
少
を
食
い
止
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
一
致
し
、
共
同

で
手
続
を
開
始
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

実
際
、
ワ
イ
ン
ガ
ー
ト
氏
の
事
件
に
適
用
さ
れ
た
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア

州
検
認
法
典
は
、
老
齢
や
そ
の
他
の
状
態
に
よ
っ
て
「狡
猾
で
下
心
あ

る
」
人
に
抵
抗
で
き
な
い
者
に
対
し
て
、
裁
判
所
が
財
産
管
理
人
を
任

命
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
多
く
の
他
州

の
現
行
検
認
法
と
同
様
に
、
申
立
人
と
被
後
見
人
と
な
り
う
べ
き
者
と

の
間
に
存
す
る
こ
の
利
益
相
反
を
裁
判
所
が
無
視
す
る
よ
う
現
に
促
し

て
い
た
の
で
あ
る
。　
一
見
こ
の
種
の
規
定
は
、
衰
弱
し
て
い
る
者
は
食

い
物
に
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
点
を
重
視
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
懸
念
に
つ
い
て
は
お
そ
ら
く
財
産

管
理
の
失
当
に
関
す
る
そ
の
他
の
規
定
で
十
分
対
処
で
き
る
で
あ
ろ

四
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う
。
む
し
ろ
、
特
に

「狡
猾
で
下
心
あ
る
」
人
に
言
及
し
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
被
後
見
人
と
な
り
う
べ
き
者
と
か
れ
か
ら
現
に
利
益
を
得

て
い
る
者
と
の
関
係
に
裁
判
所
の
注
意
を
喚
起
し
、
被
後
見
人
と
な
り

う
べ
き
者
と
申
立
人
と
の
間
に
存
す
る
利
益
相
反
か
ら
裁
判
所
の
注
意

を
逸
ら
し
て
し
ま
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
新
聞
が
貪
欲
な

申
立
人
に
焦
点
を
当
て
て
ワ
イ
ン
ガ
ー
ト
事
件
の
後
見
手
続
を
報
道
し

た
の
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
お
そ
ら
く
ワ
イ
ン
ガ
ー
ト
氏
の
年
下
の
同

居
人
が

「下
心
あ
る
」
か
ど
う
か
に
注
意
を
集
中
し
た
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
被
後
見
人
と
な
り
う
べ
き
者
が
代
理
人

を
必
要
と
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
考
え
て
は
い
る
も
の
の
、
法
は
裁

判
所
の
考
慮
事
項
か
ら
か
れ
の
利
益
と
利
益
相
反
の
関
係
に
立
ち
う
る

申
立
人
の
利
益
を
無
視
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

結
果
的
に
、
現
行
後
見
法
は
、
あ
ま
り
に
も
簡
単
に
裁
判
所
が
無
能

力
を
認
定
し
て
し
ま
う
点
、
そ
し
て
た
と
え
実
際
に
被
後
見
人
が
無
能

力
だ
と
し
て
も
被
後
見
人
の
希
望
に
従
う
と
い
う
保
証
が
見
ら
れ
な
い

点
、
こ
の
二
つ
の
点
に
お
い
て
欠
陥
を
有
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
次
節
に
お
い
て
私
は
、
こ
の
現
行
後
見
法
に
み
ら
れ
る
欠

陥
が
、
合
衆
国
憲
法
第

一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
も
と

で
治
癒
さ
れ
う
る
の
か
ど
う
か
を
考
究
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
九
〇

Ｂ
・
デ
ュ
ー

・
プ
ロ
セ
ス
モ
デ
ル
の
限
界

後
見
が
被
後
見
人
に
与
え
る
効
果
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
後
見

に
付
す
こ
と
を
違
憲
で
あ
る
と
判
示
す
る
判
例
の
少
な
さ
に
驚
か
さ
れ

る
。
こ
の
違
憲
判
決
の
欠
乏
に
は
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
第

一
に
、
後
見
手
続
は
被
後
見
人
か
ら
財
産
を
剥
奪
す
る
も
の
だ
と
は
考

え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
つ
た
く
反
対
に
被
後
見
人
の
財
産
を
保
護
す
る

も
の
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、
そ
の
判
断

が
個
人
の
権
利
に
影
響
を
与
え
る
憲
法
問
題
に
及
ぶ
と
き
に
裁
判
所
が

よ
く
課
し
て
い
る
よ
う
な
保
護
―

通
知
、
審
理
、
そ
し
て
弁
護
人
を

付
け
る
権
利
―

を
後
見
手
続
に
お
い
て
も
与
え
る
よ
う
に
制
定
法
が

改
正
さ
れ
て
き
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
節
で
私
は
、
代
理
人
に

よ
る
管
理
の
合
憲
性
を
考
究
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
代
理
人
に
よ
る
管

理
は
自
由
剥
奪
あ
る
い
は
財
産
剥
奪
と
み
な
さ
れ
う
る
の
で
、
私
は
こ

の
二
つ
の
理
論
に
つ
き
代
理
人
に
よ
る
管
理
の
合
憲
性
を
考
え
る
こ
と

と
す
る
。

一
・
財
産
剥
奪
と
し
て
の
代
理
人
に
よ
る
管
理

代
理
人
に
よ
る
管
理
を
課
す
こ
と
は
、
合
衆
国
憲
法
第

一
四
修
正
の



デ
ユ
ー

・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
も
と
で
は
お
そ
ら
く
違
憲
な
財
産
剥
奪
と
　
　
　
考
慮
事
項
の
バ
ラ
ン
ス
を
合
理
的
に
と
る
こ
と
が
で
き
る

一
般
的
な
後

は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
最
近
、
最
高
裁
判
所
は
生
命

。自
由
の
利
益
　
　
　
見
制
度
の
枠
組
み
を
、
単
に
採
用
す
る
必
要
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で

に
か
な
り
の
保
護
を
与
え
て
き
て
い
る
の
と
は
対
照
的
に
、
財
産
的
利
　
　
　
あ
る
。

益
に
対
し
て
は
ほ
と
ん
ど
保
護
を
与
え
て
き
て
い
な
い
。
憲
法
上
は

デ
ュ
ー

・
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
も
の
と
し
て
生
命
、
自
由
　
　
　
一
〓

生
命

・
自
由
剥
奪
と
し
て
の
代
理
人
に
よ
る
管
理

そ
し
て
財
産
が
同
様
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少
な

く
と
も

一
九
三
〇
年
代
後
半
以
来
、
最
高
裁
判
所
は
生
命

。自
由
の
関
　
　
　
　
し
か
し
、
個
人
的
正
義
を
伴
う
生
命

・
自
由
の
デ
ュ
ー

・
プ
ロ
セ
ス

係
に
つ
い
て
は
個
人
的
公
正
さ
に
固
執
す
る

一
方
で
、
財
産
的
利
益
の
　
　
　
モ
デ
ル
で
さ
え
、
そ
の
基
準
は
は
っ
き
り
せ
ず
完
全
に
手
続
上
の
証
明

保
護
に
つ
い
て
は

一
般
的
公
正
さ
の
保
護
基
準
を
受
け
入
れ
て
き
て
い
　
　
　
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
後
見
手
続
に
お
け
る
公
正
さ
を

る
。
か
く
し
て
、
州
は
十
分
な
―

そ
し
て
場
合
に
よ
っ
て
は
非
常
に
　
　
　
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
反
フ
ァ
シ
ス
ト
亡
命
者
合
同
委
員
会

詳
細
な
―

個
人
的
手
続
を
経
て
は
じ
め
て
生
命

。
自
由
を
剥
奪
す
る
　
　
　
対

マ
ッ
ク
グ
ラ
ー
ス
事
件

（〓
】
“
∽
・に
只
３
望
じ

に
お
い
て
フ
ラ

こ
と
が
許
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
財
産
処
分
に
つ
い
て
州
の
　
　
　
ン
ク
フ
ア
ー
タ
ー
裁
判
官
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「手
続
の
公
正
さ
が

立
法
府
の
決
定
を
、
そ
の
決
定
が
本
人
に
苦
難
を
生
じ
さ
せ
う
る
場
合
　
　
　
『
デ
ュ
ー

・
プ
ロ
セ
ス
の
第

一
義
」
な
の
で
あ
る
。
デ
ュ
ー

・
プ
ロ
セ

に
も
そ
の
統
治
下
に
あ
る
集
団
の
全
体
に
と
っ
て
合
理
的
で
基
本
的
に
　
　
　
ス
は
物
差
し
で
は
な
い
。
そ
れ
は
判
断
作
用
を
不
可
避
的
に
含
ま
ざ
る

公
正
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
通
常
有
効
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
　
　
　
を
え
な
い
微
妙
な
過
程
と
調
整
で
あ
り
…
…
」

結
果
、
代
理
人
に
よ
る
管
理
が
財
産
剥
奪
と
判
断
さ
れ
た
場
合
で
も
、　
　
　
　
手
続
的
デ
ュ
ー
・プ
ロ
セ
ス
は
、
正
義
を
個
人
的
な
特
殊
事
情
に
合

刑
事
裁
判
で
認
め
ら
れ
て
い
る
の
と
同
じ
手
続
保
障
が
存
在
し
な
い
と
　
　
　
わ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
試
み
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
本
人
の
良
心

き
で
さ
え
、
裁
判
所
は
こ
の
財
産
剥
奪
を
お
そ
ら
く
憲
法
上
の
許
容
範
　
　
　
に
と
っ
て
不
公
正
で
あ
っ
た
り
、
常
軌
を
逸
し
て
い
た
り
、
考
え
ら
れ

囲
内
で
あ
る
と
判
示
す
る
で
あ
ろ
う
。
州
は
、
相
対
立
す
る
経
済
上
の
　
　
　
な
か
っ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
を
禁
じ
る
も
の
で
あ
り
、
影
響
を
受
け

早
期
の
検
認
―
高
齢
者
の
た
め
の
後
見
制
度
に
関
す
る
新
た
な
展
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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る
本
人
の
個
人
的
な
必
要
と
限
界
に
社
会
の
一
般
的
利
益
を
適
応
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
概
念
は
刑
事
裁
判
制
度
の
公
正
さ
を
保

障
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
刑
事
裁
判
制
度

は
、
手
続
的
デ
ュ
ー

・
プ
ロ
セ
ス
が
適
用
さ
れ
る
主
要
な
領
域
で
あ

る
。
起
訴
さ
れ
た
行
為
に
関
連
す
る
出
来
事
は
、
す
べ
て
過
去
に
起
き

た
も
の
で
あ
り
、
将
来
的
に
変
化
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
誰
も
将
来

を
予
想
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
犯
罪
行
為
に
関
す
る
基
準
は
、

多
く
の
場
合
厳
格
な
も
の
で
あ
る
。
事
実
に
関
す
る
質
問
は
、
平
均
人

が
そ
の
普
通
の
生
活
に
お
い
て
日
常
的
に
答
え
ら
れ
る
質
問
で
あ
る
こ

と
が
多
い
。
実
質
的
な
争
点
は
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
、
手
続
的
な
保

護
に
よ
っ
て
公
正
さ
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
と
同
様
の

手
続
的
な
保
護
で
あ
っ
て
も
後
見
手
続
に
お
け
る
公
正
さ
を
担
保
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ワ
イ
ン
ガ
ー
ト
事
件
が
そ
の
痛
ま
し
さ

を
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
基
準
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
被
後
見
人
の
希
望
を
他
人
の
判
断
に
従
属
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
う

後
見
手
続
に
内
在
す
る
根
本
的
な
不
公
正
さ
は
何
ら
顧
み
ら
れ
る
こ
と

な
く
放
置
さ
れ
た
ま
ま
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
か
り
に
後
見
制
度
に
よ
っ
て
被
後
見
人
の
意
思
に
近
づ
け

る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
無
能
力
宣
告
が
手
続
的
な
保

四
九
二

護
に
よ
っ
て
正
確
性
に
資
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
全
く
考
え

ら
れ
な
い
。
本
節
で
私
は
、
な
ぜ
後
見
制
度
は
手
続
的
な
保
護
に
適
し

て
い
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
二
つ
の
理
由
を
論

じ
る
こ
と
と
す
る
。
第

一
の
理
由
は
、
後
見
手
続
に
お
い
て
用
い
ら
れ

て
い
る
基
準
は
、
刑
事
裁
判
に
お
け
る
基
準
と
は
違
っ
て
限
界
を
画
定

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
理
由
は
、
刑
事

裁
判
制
度
で
は
既
に
過
去
に
起
き
て
い
る
出
来
事
を
調
べ
る
の
に
対
し

て
、
後
見
手
続
に
お
け
る
裁
判
所
は
将
来
を
予
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

漠
然
と
し
た
基
準
の
問
題

後
見
手
続
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
実
体
法
の
基
準
は
曖
味
な
の

で
、
後
見
手
続
に
手
続
的
デ
ュ
ー

・
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
を
効
果
的
に
適

用
す
る
こ
と
を
阻
害
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
特
に
適
切
な
財

産
管
理
能
力
と
は
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
基
準
は
は
っ
き

り
し
な
い
。
友
達
や
家
族
の
助
け
を
借
り
て
日
常
生
活
の
様
々
な
問
題

に
ど
う
に
か
対
処
で
き
る
よ
う
な
人
は
、
一
人
で
は
対
処
で
き
な
い
の

だ
か
ら
無
能
力
な
の
だ
ろ
う
か
。
財
産
を
浪
費
し
な
い
よ
う
な
決
定
は

す
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
以
前
付
さ
れ
て
い
た
財
産
管
理
者
よ
り
も
効
果

の
点
で
著
し
く
劣
る
場
合
、
そ
の
人
は
無
能
力
だ
ろ
う
か
。
そ
の
財
産



管
理
の
手
腕
が
ほ
と
ん
ど
下
限
に
近
い
の
な
ら
ば
、
そ
の
人
は
以
前
の

能
力
に
関
係
な
く
無
能
力
な
の
だ
ろ
う
か
。
財
産
管
理
に
つ
い
て
の
制

定
法
に
お
け
る

「適
切
に
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
生
存

に
つ
い
て
は
別
段
問
題
の
な
い
者
で
も
、
事
実
審
裁
判
所
が
妥
当
だ
と

考
え
る
基
準
を
満
た
さ
な
い
な
ら
ば
、
「不
適
切
に
」
管
理
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
の
か
。
裁
判
所
は
妥
当
な
基
準
を
ど
う
や
つ
て
決
め
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

制
定
法
の
基
準
は
、
機
能
上
の
能
力
に
つ
い
て
、
時
々
な
さ
れ
る
取

引
に
お
い
て
単
に
注
意
力
を
欠
い
て
い
る
段
階
か
ら
、
長
期
に
わ
た
っ

て
食
料
や
医
療
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
段
階
に
ま
で
わ
た
っ

て
、
定
義
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
お
よ
そ
い
つ

で
も
特
定
の
所
有
者
の
管
理
に
ま
さ
る
財
産
管
理
人
は
存
在
し
て
い
る

も
の
な
の
で
、
乗
り
気
で
な
い
本
人
に
こ
の
よ
う
な
財
産
管
理
人
を
い

つ
付
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
の
か
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。

将
来
の
予
想
に
関
す
る
問
題

た
と
え
基
礎
と
な
る
基
準
を
は
っ
き
り
と
し
た
も
の
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
手
続
的
な
保
護
は

依
然
と
し
て
公
正
さ
を
保
証
で
き
な
い
に
ち
が
い
な
い
。
デ
ュ
ー
・
プ

ロ
セ
ス
の
手
法
が
成
功
を
収
め
て
い
る
以
前
に
な
さ
れ
た
行
為
に
関
す

早
期
の
検
認
―
高
齢
者
の
た
め
の
後
見
制
度
に
関
す
る
新
た
な
展
望 る

法
領
域
と
は
対
照
的
に
、
後
見
法
は
必
然
的
に
将
来
の
行
為
を
予
想

し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
典
型
的
な
刑
事
裁

判
に
お
い
て
は
、
被
告
人
が
特
定
の
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
の
か
ど
う
か

が
中
心
的
な
問
題
と
な
る
。
た
し
か
に
過
去
の
出
来
事
を
再
構
成
す
る

の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
将
来
を
予
想
す
る
よ
り
は
は
る
か
に

容
易
で
あ
る
。　
一
般
に
法
は
将
来
の
行
為
に
つ
い
て
の
予
想
に
基
づ
い

て
犯
罪
行
為
に
関
す
る
基
準
を
州
が
定
立
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
の

だ
が
、
後
見
制
度
に
お
い
て
中
心
と
な
る
問
題
は
必
然
的
に
将
来
に
関

す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
被
後
見
人
と
な
り
う
べ
き
者
は

後
見
人
を
つ
け
な
い
場
合
に
ど
の
よ
う
な
管
理
を
す
る
で
あ
ろ
う
か
見

き
わ
め
る
よ
う
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
前
に
な
さ
れ
た
行
動
は
手

続
開
始
の
根
拠
を
与
え
、
予
測
を
助
け
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
重
要
な

問
題
は
審
理
後
に
被
告
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
す
る
で
あ
ろ
う
か
と
い

う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

裁
判
所
は
、
少
な
く
と
も
出
費
を
正
当
と
認
め
る
裁
判
に
お
い
て

は
、
将
来
の
行
動
の
予
想
に
関
す
る
専
門
家
の
助
力
に
頼
る
こ
と
が
多

い
。
多
く
の
場
合
、
医
師

（特
に
精
神
科
医
）
と
心
理
学
者
が
証
言
を

行
う
。
問
題
と
な
っ
て
い
る
争
点
が
比
較
的
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
と

き
に
ま
で
当
事
者
に
よ
っ
て
申
請
さ
れ
た
専
門
家
の
証
言
に
非
常
に
大

四
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き
な
優
越
性
を
認
め
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
批
判
さ
れ
て
き
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
後
見
の
よ
う
に
争
点
が
は
っ
き
り
と
画
定
し
に
く
い
場

合
に
は
、
専
門
家
の
影
響
は
お
そ
ら
く
大
き
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
そ
の
う
え
、
予
想
の
た
め
の
科
学
的
な
根
拠
が
存
在
し
て
い
る
の

か
ど
う
か
も
定
か
で
な
い
。
実
証
的
な
研
究
に
よ
れ
ば
、
か
な
り
多
く

の
予
想
に
関
す
る
失
敗
事
例
が
存
在
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
専
門
家

は
不
可
逆
的
慢
性
脳
精
神
症
候
群
で
あ
る
と
い
う
診
断
を
過
度
に
行
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
将
来
の
危
険
性
に
関
す
る
専
門
家
の
証
言
に
つ

い
て
の
最
近
の
再
調
査
で
は
、
専
門
家
の
予
想
能
力
に
重
大
な
疑
間
が

投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
専
門
家
が
素
人
よ
り
も
将
来
の
財
産
管
理
能

力
に
つ
い
て
正
確
に
予
想
で
き
る
と
信
じ
る
理
由
は
何
も
な
い
の
で
あ

２一
。た

し
か
に
手
続
的
な
保
護
が
厚
く
な
れ
ば
、
間
違
っ
た
無
能
力
宣
告

が
な
さ
れ
る
機
会
は
減
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
こ
の
上

な
く
厚
い
手
続
的
な
保
護
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
無
能
力
宣
告
は
な

お
不
正
確
で
あ
り
う
る
。
そ
し
て
も
し
不
正
確
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の

騒
が
し
い
争
い
ご
と
の
中
で
被
後
見
人
の
希
望
が
い
と
も
簡
単
に
敗
れ

去

っ
て
し
ま
う
後
見
制
度
の
も
と
で
は
、
重
大
な
不
公
正
が
生
じ
う
る

こ
と
に
な
る
。
現
行
後
見
法
は
違
憲
で
あ
る
と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き

四
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ず
、
か
つ
そ
の
欠
点
は
手
続
上
の
方
法
で
は
治
癒
で
き
な
い
の
で
、
立

法
府
に
よ
る
よ
り
根
本
的
な
再
構
成
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
次
節
で
私
は
、
後
見
手
続
の
代
替
手
段
た
り
う
る
も
の
と
し
て
検

認
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

Ｃ
・
検
認
モ
デ
ル
ー
後
見
手
続
の
代
わ
り
と
し
て
の
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・

ウ
ィ
ル
の
利
用

高
齢
の
両
親
や
配
偶
者
に
対
し
て
家
族
か
ら
提
起
さ
れ
る
後
見
手
続

は
、
表
面
的
に
は
検
認
手
続
の
様
相
を
呈
す
る
こ
と
が
多
い
。
裁
判
官

も
ほ
と
ん
ど
検
認
裁
判
官
で
あ
る
し
、
後
見
手
続
の
参
加
者
は
自
分
を

適
切
に
扶
養
し
て
く
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
証
拠
を
財
産
管
理

が
で
き
な
い
情
況
証
拠
と
し
て
提
出
す
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
被
後

見
人
は
ま
だ
生
き
て
い
る
の
だ
か
ら
、
検
認
は
時
期
尚
早
で
あ
ろ
う
。

も
し
仮
に
、
後
見
手
続
の
問
題
が
伝
統
的
な
相
続
の
問
題
と
し
て
設
定

さ
れ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
論
争
の
大
部
分
は
遺
言
の
存
在
な
い
し
は
無

遺
言
相
続
に
よ
っ
て
速
や
か
に
解
決
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
本
節
に
お
い

て
私
は
、
検
認
法
を
現
行
後
見
法
と
対
比
さ
せ
、
将
来
の
無
能
力
に
備

え
て
自
分
の
財
産
の
管
理
を
指
示
し
て
お
く
こ
と
を
本
人
に
認
め



る
文
書
で
あ
る

「リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
」
の
作
成
を
正
当
と
認
め
る
　
　
　
疑
い
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
裁
判
所
は
こ
の
遺
言
の
検
認
手
続
開
始

根
拠
と
し
て
、
立
法
府
は
検
認
法
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
　
　
　
を
許
可
し
な
か
っ
た
。
裁
判
所
は
被
相
続
人
の
遺
産
に
対
し
て

一
定
の

き
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
き
示
唆
し
よ
う
と
試
み
る
。
た
と
　
　
　
不
公
平
が
生
じ
る
可
能
性
を
認
識
し
て
い
た
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

え
無
能
力
を
宣
告
す
る
こ
と
が
必
然
的
に
不
正
確
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
　
　
　
よ
り
広
い
観
点
か
ら
正
義
を
考
え
る
こ
と
に
依
拠
し
た
の
で
あ

っ
た
。

な
い
と
し
て
も
、
我
々
は
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
お
い
て
、
被
後
見
人
の
希
　
　
　
「
（制
定
法
が
厳
格
に
解
釈
さ
れ
る
と
）
長
い
日
で
見
れ
ば
制
定
法
は
、

望
が
他
の
す
べ
て
の
も
の
に
優
先
し
、
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
　
　
　
詐
欺
の
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
唯

一
の
目
的
で
あ
る

と
を
、
少
な
く
と
も
保
証
す
る
こ
と
だ
け
は
で
き
る
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
正
義
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
制
定
法
を
解
釈
す
る
こ

と
は
、
一
つ
の
真
面
目
な
目
的
を
ぶ
ち
壊
し
て
し
ま
う
と
し
て
も
、
さ

一
・
過
言
者
の
意
思
を
表
明
す
る
検
認
の
方
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
な
け
れ
ば
可
能
と
な
り
、
あ
る
程
度
は
確
実
に
生
じ
う
る
無
数
の
詐

欺
を
予
防
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。」
無
視
さ
れ
る
と
詐
欺
防
止

結
果
の
確
実
性
は
、
相
続
法
に
お
い
て
か
り
に
最
主
要
で
は
な
い
と
　
　
　
の
利
益
を
重
視
し
た
起
草
者
の
意
思
を
明
ら
か
に
台
無
し
に
し
て
し
ま

し
て
も

一
つ
の
重
要
な
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
強
行
規
定
が

一
般
　
　
　

つヽ
方
式
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
法
に
お
い
で
は
、
こ
れ
と
同
様
の
例

的
で
あ
り
、
こ
れ
と
相
反
す
る
公
平
の
要
請
に
直
面
し
た
場
合
で
さ
え
　
　
　
は
容
易
に
見
出
さ
れ
う
る
。

こ
の
強
行
規
定
は
適
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。　
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、　
　
　
　
一
見
正
確
な
方
式
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
、
財
産
所
有
者
の
希
望
の
実

モ

ー

ア
遺
産

事
件

（
Ｓ

ｏ
聾

＞
も
つ
Ｎ
Ｏ
馬
ｏ
Ｎ̈
８

，
Ｎ
Ｏ
含
∞
お
０
　
　
　
現
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
こ
の
よ

口
争
】８
９
）
に
お
い
て
、
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
州
控
訴
裁
判
所
は
、
文
　
　
　
う
に
こ
だ
わ
る
理
由
は
反
対
の
と
こ
ろ
に
存
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

末
に
で
は
な
く
て
文
頭
に
署
名
が
な
さ
れ
て
い
る
遺
言
を
、
そ
の
他
の
　
　
　
一
定
の
結
果
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
正
し
い
方
式
に
従
う
労
を
い

す
べ
て
の
制
定
法
上
の
要
件
を
充
足
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
無
効
　
　
　
と
わ
な
い
者
に
は
自
分
の
行
為
の
結
果
が
ど
う
な
る
か
確
信
す
る
こ
と

と
判
断
し
た
。
こ
の
文
書
が
被
相
続
人
の
遺
言
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
　
　
　
を
、
こ
の
よ
う
な
規
定
は
可
能
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
要
式
性

早
期
の
検
認
―
高
齢
者
の
た
め
の
後
見
制
度
に
関
す
る
新
た
な
展
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
五
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に
よ
っ
て
、
不
公
平
さ
に
関
す
る
相
対
立
す
る
主
張
が
問
題
と
し
て
顕

在
化
す
る
の
を
回
避
で
き
る
の
で
あ
る
。
方
式
が
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
な

い
と
す
る
な
ら
ば
、
財
産
所
有
者
の
意
思
表
示
の
正
確
性
と
そ
れ
と
相

反
す
る
利
益
と
を
利
益
考
量
す
る
要
請
に
、
裁
判
所
は
絶
え
ず
直
面
し

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
代
わ
り
に
裁
判
所

は
、
た
と
え
ど
れ
ほ
ど
そ
の
拒
否
が

「不
公
平
」
で
あ
る
可
能
性
を
帯

び
て
い
よ
う
と
も
、
正
し
い
方
式
に
依
っ
て
い
な
い
文
書
を
拒
否
す
る

こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
、
た
と
え
ど
れ
ほ
ど
そ
の
財
産
処
分
が

「不

公
平
」
で
あ
る
可
能
性
を
帯
び
て
い
よ
う
と
も
、
正
し
い
方
式
に
お
い

て
な
さ
れ
て
い
る
財
産
所
有
者
の
意
思
表
示
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
は
、
た
と
え
こ
の
事
件
に
お
け
る

「不
公
平
さ
」
が
極
端
で
は
あ
る
と
し
て
も
、
モ
ー
ア
遺
産
事
件
に
お

け
る
裁
判
所
の
判
断
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
る
。
個
人
的

な
公
平
さ
が
、
個
人
の
宣
告
に
よ
る
よ
り
も
、
一
定
の
結
果
へ
導
く
規

定
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
は
皮
肉
な
こ
と
で
あ
る
。

二
・
後
見
制
度
へ
の
検
認
法
の
適
用
―
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル

検
認
は
、
無
能
力
で
あ
る
と
申
立
て
ら
れ
て
い
る
者
に
属
す
る
財
産
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を
、
処
分
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
モ
デ
ル
で
あ
る
か
も
れ
な
い
。
す
で

に
立
法
府
は
、
死
亡
や
無
能
力
後
の
出
来
事
に
関
す
る
問
題
を
、
遺
言

類
似
の
手
続
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
現
在
州
に
よ
っ
て
は
、

死
亡
に
際
し
て
自
分
の
体
や
そ
の
一
部
を
贈
与
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
ま
た
、
死
亡
が
避
け
ら
れ
な
い
と
き
に
は
生
命
を
維
持
す
る
技
術

が
施
さ
れ
な
い
よ
う
に
指
示
す
る
、
書
面
に
よ
る
宣
言
を
認
め
て
い
る

法
域
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
ま
だ
死
亡
の
時
点
か
ら
は
る
か
に
前
の
段
階

に
お
い
て
、
後
見
人
を
任
命
す
る
必
要
が
い
や
し
く
も
あ
る
な
ら
ば
、

後
見
人
を
指
名
し
て
い
る
遺
言
類
似
の
文
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
許
し

て
い
る
州
も
あ
る
。
こ
れ
ら
と
同
様
の
工
夫
に
、
名
前
を
挙
げ
た
者
に

一
定
の
行
動
を
行
う
権
限
を
委
任
す
る
委
任
状
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
委
任
状
を
認
め
て
い
る
州
に
お
い
て
は
、
こ
の
委
任
は
委
任
者

が
後
に
無
能
力
に
な
っ
て
も
無
効
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
制
定
法
は
す
べ
て
、
後
見
人
選
任
の
裁
量
を
裁
判
所
に
残
し
て
は

い
る
が
、
将
来
財
産
管
理
人
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
そ
の
財
産
管
理

人
に
対
し
て
取
決
め
を
提
案
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
人
が
責
任
を
も

つ
こ
と
を
許
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
無
能
力
で
あ
る
と
申
し
立
て

ら
れ
て
い
る
者
が
、
ま
だ
能
力
を
有
し
て
い
た
段
階
に
お
い
て
自
分
の

財
産
の
処
分
に
関
す
る
希
望
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
こ
れ
ら
と



同
様
の
工
夫
が
存
在
す
る
の
な
ら
ば
、
裁
判
所
は
、
モ
…
ア
遺
産
事
件

裁
判
所
は
予
防
す
る
こ
と
に
な
る
と
述
べ
た
が
、
今
日
の
後
見
手
続
に

お
い
て
は
確
実
に
生
じ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
よ
う
な
詐
欺
に
か
か
わ
ら

な
い
で
す
む
だ
ろ
う
。

検
認
と
後
見
の
対
比

検
認
法
と
現
行
後
見
法
を
対
比
す
る
と
、
そ
の
違
い
は
大
き
い
。
第

一
に
、
被
後
見
人
の
意
思
は
、
被
相
続
人
の
意
思
ほ
ど
に
は
尊
重
さ
れ

な
い
傾
向
に
あ
る
。
検
認
に
お
い
て
は
、
遺
産
に
対
す
る
法
的
に
執
行

可
能
な
他
者
の
利
益
が
存
在
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
以
前
に
表
明
さ

れ
た
被
相
続
人
の
希
望
が
遺
産
分
配
を
支
配
し
て
い
る
。
し
か
し
、
後

見
に
お
い
て
も
、
被
後
見
人
の
真
の
希
望
が
実
現
さ
れ
る
建
前
に
は

な

っ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
被
後
見
人
の
希
望
は
必
ず
し
も
顧
み

ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。
第
二
に
、
被
相
続
人
は
死
亡
に

よ
っ
て
自
分
の
財
産
の
享
受
が
で
き
な
く
な
る
の
に
対
し
て
、
被
後
見

人
は
法
に
よ
っ
て
で
き
な
く
な
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
検
認
と
後
見

は
異
な
っ
て
い
る
。
第
三
に
、
検
認
手
続
に
お
い
て
は
、
遺
言
を
争
う

者
は
相
手
方
当
事
者
と
し
て
公
然
と
行
動
す
る
が
、
後
見
手
続
に
お
い

て
は
、
申
立
人
と
い
う
役
割
の
背
後
に
そ
の
利
益
は
隠
れ
て
し
ま
い
が

早
期
の
検
認
―
高
齢
者
の
た
め
の
後
見
制
度
に
関
す
る
新
た
な
展
望 ち

で
あ
る
。
最
後
に
、
第
二
者
は
制
定
法
上
の
利
益
を
主
張
す
る
の
で

な
け
れ
ば
、
被
相
続
人
の
遺
産
分
配
の
正
当
性
に
つ
き

一
般
的
に
異
議

を
は
さ
め
な
い
の
に
対
し
て
、
後
見
に
お
い
て
は
、
以
前
に

「む
だ

な
」
分
配
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
無
能
力
宣
告
を
し
て
被

後
見
人
の
意
思
に
反
対
す
る
主
た
る
理
由
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

検
認
法
と
後
見
法
の
主
要
な
違
い
で
あ
り
、
検
認
法
の
主
た
る
利
点

で
あ
る
の
は
、
後
見
に
お
い
て
は
被
後
見
人
の
意
思
に
必
ず
し
も
従
わ

な
い
の
に
対
し
て
、
検
認
裁
判
所
は
財
産
処
分
に
関
す
る
被
相
続
人
の

希
望
に
ほ
と
ん
ど
干
渉
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
既
に
み
て
き
た

よ
う
に
、
検
認
法
を
貫
く
第

一
の
原
則
は
、
遺
言
者
の
表
明
さ
れ
た
意

思
に
従
う
こ
と
で
あ
る
。
遺
言
に
よ
っ
て
、
遺
産
か
ら
被
相
続
人
に

よ
っ
て
選
ば
れ
た
受
益
者
に
財
産
が
移
転
さ
れ
る
。
遺
言
能
力
を
有
す

る
な
ら
ば
、
遺
言
者
は
健
全
な
判
断
だ
ろ
う
と
気
ま
ぐ
れ
だ
ろ
う
と
自

由
に
行
使
で
き
る
の
で
あ
る
。　
一
定
の
場
合
を
除
い
て
は
、
裁
判
所
が

公
平
の
見
地
か
ら
遺
言
者
の
財
産
処
分
を
見
直
す
、
換
言
す
れ
ば
、
遺

言
者
の
判
断
に
代
え
て
裁
判
所
の
判
断
を
置
き
換
え
る
と
い
う
こ
と
は

な
い
。
遺
言
に
名
前
が
あ
が
っ
て
い
る
人
よ
り
も
自
分
の
ほ
う
が
優
遇

さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
っ
た
と
信
じ
て
も
、
第
三
者
は
裁
判
所
の
分
配

に
異
議
を
唱
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
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検
認
と
リ
ヴ
ィ
ン
グ

ｏ
ウ
ィ
ル

検
認
類
似
の
事
前
の
決
定
が
財
産
管
理
を
支
配
す
る
の
を
認
め
る
こ

と
の
利
点
と
欠
点
は
、
遺
言
が
死
後
の
財
産
の
分
配
を
支
配
す
る
の
を

認
め
る
こ
と
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
当
然
見
込
み
違
い
の
場
合
も
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
被
後
見
人
の
富
の
適
切
な
利
用
と
被

後
見
人
が
財
産
管
理
に
手
助
け
を
必
要
と
す
る
か
ど
う
か
を

一
番
理
解

で
き
る
人
、
す
な
わ
ち
以
前
の
被
後
見
入
自
身
に
よ
つ
て
、
そ
の
処
分

が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
我
々
は
知

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
リ
ヴ
ィ
ン

グ

・
ウ
ィ
ル
で
任
命
さ
れ
た
代
理
管
理
人
は
、
被
後
見
人
の
書
面
に
よ

る
指
示
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
特
定
の
事
項
に
つ
い
て

文
書
に
書
か
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
代
理
人
は
被
後
見
人
が
意
図
し

た
で
あ
ろ
う
と
自
ら
信
じ
る
よ
う
に
行
動
す
る
で
あ
ろ
う
。
無
能
力
者

は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
人
生
の
よ
り
早
い
時
点
で
、
自
分
が

適
当
だ
と
考
え
る
だ
け
詳
し
く
は
っ
き
り
と
記
載
す
る
機
会
が
あ
っ
た

で
あ
ろ
つヽ
。

被
相
続
人
同
様
、
無
能
力
者
が
他
人
に
対
し
て
法
的
義
務
を
負
っ
て

い
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
現
行
検
認
法
は
、
こ
の
義
務
を
確
定
す
る
の
に

役
立
つ
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
債
権
者
が
債
務
者
の
遺
産
に
対
し
て
請
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求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
疑
い
な
い
。
こ
れ
と
同
様
に
、
配

偶
者
は
遺
産
に
対
し
て
夫
婦
共
有
財
産
制
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
配
偶

者
遺
留
分
に
よ
っ
て
請
求
権
を
有
し
て
い
る
。
州
は
税
金
を
課
す
る

が
、
こ
れ
は
遺
産
に
対
す
る
請
求
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
生
存
配
偶
者

や
扶
養
を
受
け
て
い
る
子
に
家
産
権
免
除
を
与
え
た
り
、
配
偶
者
と
未

成
年
の
子
に
家
族
扶
養
手
当
を
提
供
し
た
り
、
他
の
受
益
者
に
優
先
し

て
配
偶
者
と
子
の
た
め
に
財
産
を
維
持
す
る
財
産
扶
養
手
当
免
除
を

一

般
的
に
認
め
た
り
し
て
、
検
認
法
は
そ
の
他
の
利
益
も
保
護
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

も
し
法
が
、
将
来
必
要
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
後
見
の
方
向
性
を
指

示
す
る
リ
ヴ
ィ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
を
準
備
し
て
お
く
の
を
本
人
に
認
め
る

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
現
在
検
認
法
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
最

優
先
さ
れ
る
請
求
が
認
め
ら
れ
る
の
を
制
定
法
上
許
す
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
た
と
え
ば
、
夫
が
後
見
の
も
と
に
あ
る
間
、
妻
を
扶
養
し
な
い

な
ら
ば
、
州
は
後
見
人
に
そ
の
妻
を
扶
養
す
る
よ
う
命
じ
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
被
後
見
人
の
継
続
的
な
必
要
性
を
満
た
す
た
め
に
、
被
後
見

人
が
他
人
に
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と

え
ば
、
制
定
法
上
、
親
が
緊
急
医
療
資
金
を
子
供
に
請
求
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
い
る
の
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
、
仮
に
リ



ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
に
対
し
て
現
在
で
は
被
相
続
人
の
遺
言
に
対
し
て

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
請
求
を
認
め
る
選
択
を
す
る
場
合
で
も
、
立
法

府
は
十
分
な
先
例
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
に
よ
っ
て
無
能
力
宣
告
は
大
幅
に

減
少
す
る
で
あ
ろ
う
。
統
計
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
が
、
時
と
し

て
無
能
力
宣
告
手
続
が
相
争
っ
て
い
る
請
求
者
間
の
財
産
問
題
を
調
整

す
る
た
め
に
不
正
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
話
を
耳
に
す
る
。

ワ
イ
ン
ガ
ー
ト
事
件
は

一
つ
の
証
左
で
あ
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
財
産

管
理
人
の
借
金
と
ワ
イ
ン
ガ
ー
ト
氏
の
同
居
人
に
対
す
る
気
前
の
よ
さ

が
根
底
か
ら
覆

っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。
無
能
力
宣
告
を
え
て
も
利

益
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
な
ら
ば
、
宣
告
手
続
を
提
起
す

る
こ
と
は
少
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・

ウ
ィ
ル
は
、
無
能
力
宣
告
手
続
に
お
け
る
当
事
者
の
関
心
を
財
産
を
支

配
す
る
こ
と
か
ら
無
能
力
で
あ
る
と
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
者
の
福
祉

へ
と
変
え
て
ゆ
く
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
本
人
の
福
祉
は
、
家
族
に

よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
現
行
後
見
手
続
の
も
つ
自
分
の
利
益
を
図
ろ
う
と

す
る
か
の
よ
う
な
性
質
に
よ
っ
て
、
実
際
に
は
阻
害
さ
れ
て
し
ま
い
が

ち
な
問
題
な
の
で
あ
る
。
本
当
に
控
え
め
に
み
て
も
、
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・

ウ
ィ
ル
は
、
不
正
確
に
な
る
こ
と
を
免
れ
得
な
い
無
能
力
宣
告
に
よ
り

早
期
の
検
認
―
高
齢
者
の
た
め
の
後
見
制
度
に
関
す
る
新
た
な
展
望 引

き
起
こ
さ
れ
る
深
刻
な
濫
用
の
可
能
性
を
減
ら
し
は
す
る
で
あ
ろ

つヽ

。
Ｄ
．
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
の
作
成
と
そ
の
執
行

本
稿
が
提
案
す
る

「リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
」
は
、
作
成
者
に
後
見

が
付
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
も
、
そ
の
後
見
の
方
向
性

を
指
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
の
執
行
は
、
被

相
続
人
の
遺
言
に
関
す
る
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る
方
式
と
同
様
の
方
式

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
方

式
を
満
た
し
て
い
る
と
き
に
は
、
作
成
者
は
リ
ヴ
ィ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
で

表
明
さ
れ
た
希
望
の
と
お
り
に
な
る
こ
と
を
確
信
す
る
だ
ろ
う
。
方
式

に
関
す
る

一
連
の
要
件
を
満
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
よ
り
、
将
来

生
じ
う
る
後
見
の
取
決
め
に
お
け
る
相
対
立
す
る
利
害
関
係
の
錯
綜
ゆ

え
に
、
リ
ヴ
ィ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
を
書
く
に
あ
た
り
専
門
家
の
助
け
に
依

存
す
る
こ
と
が
通
常
促
進
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
本
節
で
は
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・

ウ
ィ
ル
の
作
成
と
そ
の
執
行
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

四
九
九
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一
・
方
式

必
要
な
方
式
や
解
釈
規
則
と
い
っ
た
リ
ヴ
イ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
の
解
釈

を
悩
ま
せ
続
け
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
多
く
の
問
題
は
、
遺
言
法
を

参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
で
き
る
。
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、

配
偶
者
の
相
続
分
な
ら
び
に
作
成
者
に
無
視
さ
れ
た
配
偶
者
と
子
の
利

益
が
争
点
と
な
つ
て
い
る
と
き
に
は
、
遺
言
法
が
遺
産
の
配
偶
者
遺
留

分
に
つ
い
て
の
良
き
指
針
を
提
供
す
る
。
た
と
え
ば
、
生
存
配
偶
者
が

被
相
続
人
の
遺
産
の
一
定
の
相
続
分
に
つ
き
権
利
を
有
す
る
の
と
ま
っ

た
く
同
様
に
、
被
後
見
人
の
つ
れ
あ
い
も
、
た
と
え
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・

ウ
ィ
ル
に
そ
う
書
い
て
な
く
と
も
、
被
後
見
人
の
財
産
の
一
部
を
自
分

の
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
作
成

者
の
制
定
法
上
の
扶
養
義
務
が
配
偶
者
遺
留
分
に
よ
る
収
入
を
超
え
る

場
合
に
は
、
被
後
見
人
が
無
能
力
で
な
け
れ
ば
当
然
負
担
す
る
べ
き
金

額
な
の
だ
か
ら
、
こ
の
収
入
よ
り
大
き
な
扶
養
義
務
が
ふ
さ
わ
し
い
と

思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
リ
ヴ
イ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
作
成
者
は
こ
の
文
書
の
規
定
に

よ
っ
て
直
接
に
影
響
を
受
け
る
だ
ろ
う
が
、
被
相
続
人
は
そ
の
遺
言
の

五
〇
〇

指
示
が
実
現
さ
れ
て
も
何
ら
個
人
的
な
利
益
を
受
け
は
し
な
い
。
し
た

が
つ
て
、
リ
ヴ
イ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
作
成
者
は
、
死
亡
時
に
お
い
て
の
み

効
力
を
生
じ
る
遺
言
の
作
成
者
と
は
違
っ
た
関
心
を
そ
の
文
書
に
つ
い

て
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
に
要

求
さ
れ
る
方
式
は
、
被
相
続
人
が
作
成
し
た
遺
言
に
適
用
さ
れ
る
方
式

と
は
や
や
か
け
離
れ
た
も
の
に
な
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
ま
ず
第

一

に
、
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
作
成
者
は
リ
ヴ
イ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
を
公
的

機
関
に
提
出
す
る
よ
う
奨
励
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
提
出
行
為
に

よ
っ
て
当
該
文
書
に
異
議
申
立
を
す
る
可
能
性
の
あ
る
者
に
法
的
拘
束

力
あ
る
通
知
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。
第
二
に
、
作
成

者
が
リ
ヴ
イ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
を
そ
の
発
効
前
に
変
更
す
る
こ
と
を
許
す

手
続
が
確
立
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
機
能

衰
弱
の
表
わ
れ
か
も
し
れ
な
い
行
き
過
ぎ
や
不
当
威
圧
だ
と
思
わ
れ
る

こ
と
に
関
係
者
が
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ

ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遺
言
が
作
成
さ
れ
提
出

さ
れ
た
後
、
十
分
な
期
間
の
経
過
ま
で
に
異
議
が
提
出
さ
れ
な
い
と
き

は
当
該
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
が
有
効
に
作
成
さ
れ
た
と
み
な
す
の
に

も
役
立
つ
だ
ろ
う
。

プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
に
配
慮
す
れ
ば
、
リ
ヴ
イ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
の
内
容



で
は
な
く
て
提
出
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
だ
け
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
開
示
を
広
く
認
め
れ
ば
家
族
の
和
が
崩
壊
し
か
ね
ず
、
リ
ヴ
ィ

ン
グ

・
ウ
ィ
ル
の
修
正
を
働
き
か
け
る
反
対
意
見
の
持
ち
主
に
よ
っ
て

圧
力
が
加
え
ら
れ
る
の
を
歓
迎
す
る
作
成
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
提
案
さ
れ
て
い
る
処
分
が
、
混
乱
や
そ
の
他
の

機
能
的
な
衰
退
を
示
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
う
る
の
で
、
極
端
な
場
合

に
は
、
裁
判
所
は
非
公
開
で
検
査
し
た
後
、
他
人
に
よ
る
当
該
文
書
の

開
覧
を
許
可
す
る
権
限
を
も
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
提
出
要
件
と
被
相
続

人
の
遺
言
に
関
す
る
法
原
則
を
充
足
す
る
た
め
に
、
変
更
と
撤
回
が
要

求
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

二
．
後
見
人
の
裁
量

リ
ヴ
イ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
は
、
作
成
者
の
全
財
産
を
処
分
す
る
も
の
で

あ
る
必
要
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
は
、
家
族
の

あ
る
者
が
現
在
の
仕
事
を
続
け
る
べ
き
で
あ
る
と
か
、
株
券
明
細

一
覧

表
を
管
理
す
る
べ
き
で
あ
る
と
か
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た

て
明
記
し
て
も
よ
い
し
、
作
成
者
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
特
定
の
財
産

を
後
見
人
が
処
分
す
る
の
を
禁
じ
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
管
理
を
任
せ

る
者
や
任
せ
な
い
者
の
名
前
を
あ
げ
た
り
、
一
定
の
者
に
対
し
て
は
、

た
だ
制
限
さ
れ
た
管
理
の
み
を
特
定
し
て
任
せ
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
リ
ヴ
イ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
が
ど
れ
ほ
ど
詳
細
に
規
定
し
て

も
、
決
定
さ
れ
て
い
な
い
多
く
の
事
柄
を
残
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
必
然
的
に
大
き
な
裁
量
の
余
地
が
後
見
人
の
も
と
へ
移
る
だ

ろ
う
。
そ
の
結
果
、
案
と
し
て
後
見
人
に
ふ
さ
わ
し
い
者
の
名
前
を
リ

ス
ト
の
形
で
指
名
す
る
規
定
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
後
見
人
と
し
て
望

ま
し
く
な
い
お
そ
れ
の
あ
る
者
が
任
命
さ
れ
て
し
ま
う
の
を
回
避
す
る

た
め
に
は
、
詳
細
に
規
定
す
る
こ
と
に
劣
ら
ず
、
お
そ
ら
く
決
定
的
に

重
要
で
あ
ろ
う
。
他
の
規
定
の
具
体
的
な
指
示
を
前
提
と
し
て
、
代
理

人
は
自
分
が
作
成
者
の
意
思
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
こ
と
を
思
い
の
ま
ま

に
補
充
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

三
．
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
に
対
す
る
異
議

子
供
が
着
手
す
る
だ
ろ
う
事
業
に
つ
い
て
子
供
を
援
助
す
る
か
し
な
い
　
　
　
　
被
相
続
人
の
遺
言
と
同
様
に
、
第
二
者
は
文
書
作
成
時
に
作
成
者
は

か
に
つ
い
て
も
規
定
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
愛
す
る
者
の
扶
養
に
つ
い
　
　
　
無
能
力
で
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
不
当
威
圧
を
受
け
て
い
た
と
い
う
理
由

早
期
の
検
認
―
高
齢
者
の
た
め
の
後
見
制
度
に
関
す
る
新
た
な
展
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

一
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で
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
に
異
議
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
リ
ヴ
ィ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
に
対
す
る
異
議
は
被

相
続
人
の
遺
言
に
対
す
る
異
議
同
様
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が

一

般
的
で
あ
ろ
う
。

法
は
、
有
効
で
あ
る
た
め
に
は
遺
言
は
作
成
者
が
能
力
あ
る
間
に
作

成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
作
成
時
に
作
成
者
自

身
が
能
力
に
つ
い
て
疑
い
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
リ
ヴ
イ
ン
グ
・
ウ
イ

ル
作
成
の
動
機
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
主
張
も
あ
り
う
る

が
、
一
般
に
た
だ
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
作
成
の
行
為
が
あ

っ
た
と
い

う
だ
け
で
、
裁
判
所
は
作
成
者
を
無
能
力
で
あ
る
と
認
定
す
る
べ
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
リ
ヴ
イ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
能
力

の
テ
ス
ト
は
、
実
際
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
検
認
法
上
の
問
題
で
あ
る

べ
き
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
能
力
の
テ
ス
ト
は
、
十

分
な
年
齢
、
自
分
の
行
動
の
性
質
を
理
解
す
る
能
力
、
自
分
の
財
産
の

性
質
お
よ
び
存
在
場
所
を
憶
え
て
お
り
理
解
す
る
能
力
、
そ
し
て
作
成

者
の
施
し
を
要
求
す
る
権
利
を
持
ち
、
か
つ
そ
の
利
益
が
当
該
リ
ヴ
ィ

ン
グ

・
ウ
イ
ル
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
人
と
自
分
と
の
間
の
関
係
を

思
い
出
し
理
解
す
る
能
力
で
あ
る
。
作
成
者
の
無
能
力
を
理
由
と
し
て

リ
ヴ
ィ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
の
検
認
に
異
議
を
申
し
立
て
て
も
、
ほ
と
ん
ど

五
〇
二

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。　
一
般
に
文
書
作
成
後
に
時
間
の
経
過
が
あ
っ
た

な
ら
ば
、
文
書
作
成
時
に
作
成
者
は
能
力
を
有
し
て
い
た
と
い
う
情
況

証
拠
と
し
て
は
十
分
で
あ
ろ
う
。
「孤
立
し
た
行
動
、
さ
さ
い
な
性
格

上
の
欠
点
、
特
異
な
性
質
、
道
徳
的
精
神
的
異
常
、
あ
る
い
は
常
軌
を

逸
脱
し
て
い
る
こ
と
」
だ
け
で
は
、
無
能
力
の
証
明
と
し
て
は
不
十
分

で
あ
る
。
同
様
に
、
財
産
所
有
者
の
希
望
に
従
う
た
め
に
リ
ヴ
ィ
ン

グ

・
ウ
ィ
ル
に
つ
い
て
寛
大
な
取
り
扱
い
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
第
三
者
が
、
文
書
の
作
成
者
は
通
常
十
分
な
機
能
を
有
し
て

い
る
が
不
当
威
圧
を
受
け
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
、
リ
ヴ
イ
ン
グ

・

ウ
ィ
ル
は
否
認
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
リ
ヴ
ィ

ン
グ

・
ウ
イ
ル
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
不
当
威
圧
に
つ
い
て

心
配
す
る
人
に
、
ち
ょ
う
ど
現
在
で
も
後
見
手
続
を
開
始
し
た
り
、
み

さ
か
い
な
く
な
さ
れ
た
贈
与
に
異
議
を
述
べ
た
り
す
る
よ
う
に
、
作
成

さ
れ
た
文
書
に
つ
い
て
異
議
を
述
べ
る
動
機
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
人
に
よ
っ
て
作
成
後
す
ぐ
に
異
議
申
立
が
な
さ
れ

な
い
な
ら
ば
、
や
は
り
作
成
者
の
能
力
が
証
明
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
つヽ
。

第
三
者
が
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
作
成
者
の
能
力
に
異
議
を
は
さ
む

と
き
に
は
、
ち
ょ
う
ど
被
相
続
人
の
遺
言
に
関
す
る
同
様
の
事
例
に
こ



の
法
理
を
適
用
し
て
い
る
よ
う
に
、
裁
判
所
は
代
行
判
断
法
理
―
被
後

見
人
は
能
力
が
あ
る
な
ら
ば
何
を
欲
す
る
だ
ろ
う
か
を
決
定
し
よ
う
と

す
る
試
み
―

を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
何
が
自
分

以
外
の
他
人
の
最
善
の
利
益
と
な
る
の
か
決
定
す
る
と
い
う
確
信
の
も

て
な
い
慈
善
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
無
能
力
に
関
す
る
不
十
分
な
現
行

法
と
共
通
点
が
あ
る
も
の
の
、
代
行
判
断
法
理
を
用
い
る
こ
と
は
本
人

の
希
望
を
全
く
無
視
す
る
よ
り
は
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。
た
し
か
に

欠
点
は
あ
る
け
れ
ど
、
代
行
判
断
は
被
後
見
人
の
意
思
を
完
全
に
無
視

す
る
よ
り
は
ま
し
な
の
で
あ
る
。
た
と
え
リ
ヴ
ィ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
が
直

接
の
効
力
を
否
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
条
項
は
代
行
判
断
に
関
す

る
決
定
の
手
が
か
り
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

Ⅱ
　
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
と
代
理
人
に
よ
る
身
上
監
護

本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
主
に
高
齢
者
の
財
産
処
分
の
問
題

を
取
り
扱

っ
て
き
た
。
後
見
は
代
理
人
に
よ
る
高
齢
者
の
身
上
監
護
の

た
め
に
も
利
用
で
き
る
。
強
制
的
介
入
の
一
形
式
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る

種
類
の
こ
の
よ
う
な

「保
護
的
」
サ
ー
ビ
ス
は
驚
く
べ
き
潜
在
性
を
秘

め
て
い
る
の
で
あ
る
。
手
元
に
比
較
す
る
デ
ー
タ
が
な
い
が
、
身
上
後

早
期
の
検
認
―
高
齢
者
の
た
め
の
後
見
制
度
に
関
す
る
新
た
な
展
望 見

、
な
か
で
も
入
院
と
い
う
結
果
を
生
ぜ
じ
め
る
身
上
後
見
は
財
産
後

見
よ
り
も
個
人
の
自
律
性
に
対
す
る
侵
害
の
度
合
い
が
大
き
い
こ
と
が

被
後
見
人
に
は
わ
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
推
測
が
当
っ
て
い

よ
う
が
い
ま
い
が
、
強
制
的
な
入
院
は
致
命
的
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と

を
経
験
的
証
拠
は
示
唆
し
て
い
る
。
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ロ
ー
ズ
研
究
所

は
、
保
護
的
サ
ー
ビ
ス
の
有
効
性
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
、
強
制
的

に
入
院
さ
せ
ら
れ
た
集
団
と
そ
う
で
な
い
集
団
を
と
り
わ
け
強
制
的
に

入
院
さ
せ
ら
れ
た
患
者
が
ど
れ
だ
け
長
く
生
き
て
い
る
か
決
定
す
る
た

め
に
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
強
制
的
に
入
院
さ
せ
ら
れ
た
集
団
は
そ

う
で
な
い
集
団
よ
り
も
早
く
死
ぬ
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の

研
究
に
よ
っ
て
、
特
に
高
齢
者
は
居
住
地
を
強
制
的
に
変
え
ら
れ
る
と

憤
慨
す
る
し
、
強
制
入
院
は
非
常
に
大
き
な
不
安
を
生
み
出
す
と
い
う

一
般
に
認
識
さ
れ
て
い
る
考
え
が
示
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

本
章
に
お
い
て
私
は
、
身
上
監
護
の
た
め
に
高
齢
者
を
強
制
的
に
施

設
収
容
す
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
根
拠
の
正
当
性
を
考
察
し
、
リ

ヴ
ィ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
に
よ
っ
て
本
人
は
自
分
が
無
能
力
に
な
っ
て
以
後

の
身
上
監
護
の
性
質
を
い
か
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と

い
う
問
題
に
つ
き
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

五
〇
三
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Ａ
・
強
制
的
施
設
収
容
の
根
拠

医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
強
制
的
な
介
入
が
必
要
で
あ
る
か
ど
う
か

と
い
う
決
定
は
、
財
産
管
理
に
用
い
ら
れ
て
い
る
基
準
と
極
め
て
似
て

い
る
か
、
あ
る
い
は
全
く
同
じ
基
準
の
も
と
で
な
さ
れ
る
の
が
普
通
で

あ
る
。
そ
の
結
果
、
財
産
管
理
の
た
め
の
後
見
の
決
定
に
ま
つ
わ
る
気

ま
ぐ
れ
さ
は
、
身
上
監
護
の
た
め
の
決
定
を
も
悩
ま
せ
る
こ
と
に
な

る
。
被
後
見
人
の
世
話
の
必
要
性
に
関
す
る
医
師
の
証
言
は
、
金
銭
的

に
み
さ
か
い
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
医
療
上
の
予
想
よ
り
も
、
は
る

か
に
疑
い
な
く
そ
の
専
門
知
識
の
領
域
に
属
す
る
と
思
わ
れ
て
お
り
、

し
た
が
つ
て
、
お
そ
ら
く
裁
判
所
に
よ
っ
て
よ
り
大
き
な
優
越
性
を
与

え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
専
門
家
の
証
言
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
ゆ
が

み
は
よ
り
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
被
後
見
人
に
提

供
さ
れ
う
る
身
上
監
護
に
関
す
る
証
言
は
た
し
か
に
医
師
の
専
門
知
識

の
範
疇
に
属
す
る
が
、
治
療
を
提
供
す
る
た
め
に
強
制
的
な
介
入
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
、
財
産
管
理
の
事
例
に
み

ら
れ
る
の
と
同
様
の
予
想
と
い
う
問
題
を
生
ぜ
し
め
る
。
裁
判
所
に
は

こ
の
二
つ
の
問
題
を
区
別
す
る
の
が
難
し
い
の
で
、
医
師
の
証
言
に
過

五
〇
四

度
の
優
越
性
を
与
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

後
見
人
が
任
命
さ
れ
た
場
合
に
、
後
見
人
が
被
後
見
人
に
提
供
す
る

身
上
監
護
は
、
単
な
る
食
物
と
必
要
に
応
じ
た
薬
の
供
給
か
ら
被
後
見

人
の
強
制
的
施
設
収
容
に
ま
で
お
よ
び
う
る
。
身
上
後
見
人
の
介
入
に

よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
利
益
は
、
財
産
管
理
の
事
例
で
保
護
さ
れ
る
利
益

よ
り
も
幾
分
複
雑
で
あ
る
。
被
後
見
人
が
自
分
自
身
の
不
用
意
の
た
め

自
ら
必
要
と
す
る
も
の
を
入
手
で
き
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
に
保
護
す

る
こ
と
―
最
善
の
利
益
の
基
準
―
に
加
え
て
、
被
後
見
人
が
自
殺
を
し

た
り
他
人
を
傷
つ
け
た
り
し
な
い
よ
う
特
別
の
配
慮
が
な
さ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
後
見
法
は
こ
の
配
慮
を
明
示
的
に
後
見
人
に
課
し
て
は
い

な
い
が
、
民
事
施
設
収
容
法
は
こ
の
配
慮
を
施
設
収
容
の
根
拠
と
し
て

認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
三
つ
の
配
慮
す
べ
て
に
対
す
る
社
会
の
利

益
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
節
に
お
い
て
私
は
、
自
己
あ
る
い

は
他
人
に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
の
で
、
高
齢
者
を
強
制
的
に
施
設
収
容

す
る
こ
と
―
他
人
か
ら
の
重
要
な
請
求
を
生
ぜ
じ
め
る
の
で
、
本
稿

の
被
後
見
人
の
自
己
決
定
に
関
す
る
考
察
を
複
雑
な
も
の
に
し
て
し
ま

う
根
拠
―
の
正
当
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。



一
・
他
人
に
対
す
る
危
険
性

第
三
者
か
ら
提
起
さ
れ
る
最
も
正
当
で
あ
る
こ
と
が
明
白
な
請
求

は
、
被
後
見
人
が
他
人
に
対
し
て
危
険
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
危
険
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
施
設
収
容
さ
れ
た
者
は
、
公

共
の
安
全
を
考
慮
し
て
施
設
収
容
さ
れ
た
面
が
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
種
の
施
設
収
容
は
最
近
と
み
に
強

い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
き
て
い
る
。
精
神
科
医
は
、
未
入
所
患
者
の
も

つ
暴
力
の
可
能
性
を
予
想
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
と
き
は
危
険
で
あ
る

と
予
想
し
、
そ
の
結
果
、
患
者
を
性
質
の
は
っ
き
り
し
な
い
病
院
に
拘

束
し
て
安
全
を
手
に
入
れ
た
い
と
い
う
強
い
動
機
が
あ
る
と
論
者
は
指

摘
し
て
い
る
。
精
神
科
医
の
証
言
の
信
頼
性
に
ま
つ
わ
る
疑
間
に
も
か

か
わ
ら
ず
州
の
公
共
の
安
全
へ
の
懸
念
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
強
制

的
施
設
収
容
は
行
き
過
ぎ
の
感
が
あ
る
こ
と
を
こ
の
疑
間
は
確
か
に
示

し
て
い
る
。

そ
の
上
、
将
来
の
危
険
の
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
入
院
さ
せ
る

の
な
ら
、
刑
事
上
の
予
防
拘
禁

（将
来
の
犯
罪
の
恐
れ
を
理
由
と
す
る

拘
束
）
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
る
人
が
将
来
危
険
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
と
信
じ
ら
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
刑
事
罰
を
与
え
る
た

早
期
の
検
認
―
高
齢
者
の
た
め
の
後
見
制
度
に
関
す
る
新
た
な
展
望 め

の
受
け
入
れ
ら
れ
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。
治
療
上
の
理
由
づ
け
に

つ
い
て
は
、
危
険
で
あ
る
と
い
う
の
は
病
気
で
は
な
い
し
、
危
険
な
人

は

「治
療
可
能
」
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
民
事
領
域
に
お
け

る
州
の
主
張
を
正
当
化
す
る
の
に
役
立
た
な
い
。
危
険
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
人
を
拘
束
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
た
し
て
治
療
に
よ
っ
て
利

益
を
得
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
を
吟
味
せ
ず
に
、
州
は
公
共
の
福
祉
の
た

め
に
拘
禁
さ
れ
て
い
る
人
で
精
神
病
院
を
い
っ
ぱ
い
に
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
利
益
が
錯
綜
し
て
い
る
結
果
、
カ
リ

フ
オ
ル
ニ
ア
州
の
ラ
ン
タ
ー
マ
ン
・
ペ
ト
リ
ス
略
式
法
の
よ
う
な
変
則

的
な
法
が
生
み
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。
同
法
で
は
精
神
健
康
施
設
へ
の

入
所
に
適
し
た
者
を

「法
に
関
す
る
」
公
務
員
が
選
び
、
医
師
が
そ
の

者
の
危
険
性
を

「診
断
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
訴
追
す
る
よ
り
も

治
療
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
の
最
初
の
決
定
は
、
精
神
健
康
審
査
を
開
始

す
る
法
的
訓
練
経
験
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
医
師
が
危
険
性

の
有
無
を
決
定
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
治

療
の
決
定
は
法
的
訓
練
経
験
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
犯
罪
性
の
問
題
は

医
師
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
た
め
に
、
他
人
に
対
す
る
危
険
性
を
理

五
〇
五
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由
と
す
る
施
設
収
容
は
評
判
を
落
と
し
つ
つ
あ
る
。
法
と
精
神
健
康
の

問
題
に
関
す
る
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
法
律
家
委
員
会
の
研
究
の
よ
う
な
最

近
の
学
際
的
な
研
究
に
よ
れ
ば
、
他
人
に
対
す
る
危
険
性
は
施
設
収
容

の
正
当
な
根
拠
で
は
な
い
と
い
う
結
論
が
導
か
れ
て
い
る
。
公
衆
の
保

護
に
関
す
る
州
の
利
益
は
、
よ
り
伝
統
的
な
刑
事
法
上
の
過
程
に
お
い

て
満
た
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

二
・
自
己
に
対
す
る
危
険
性

自
殺
に
対
す
る
社
会
的
憂
慮
は
、
い
さ
さ
か
異
な
っ
た
問
題
を
生
じ

さ
せ
て
い
る
。
あ
る
人
が
い
つ
他
人
に
対
し
て
危
険
で
あ
る
か
精
神
科

医
は
信
頼
で
き
る
よ
う
に
予
想
で
き
な
い
と
い
う
証
拠
は
、
表
向
き
に

は
自
己
に
対
す
る
危
険
を
予
想
す
る
精
神
科
医
の
能
力
ま
で
取
り
扱
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
つ
と
も
、
こ
の
二
つ
は

一
般
に
密
接
な
関

係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
も
、
精
神

科
医
の
自
殺
予
想
の
信
頼
可
能
性
を
示
す
研
究
が
不
足
し
て
い
る
。
し

か
し
、
ラ
ン
タ
ー
マ
ン
・
ペ
ト
リ
ス
略
式
法
採
用
後
の
カ
リ
フ
オ
ル
ニ

ア
州
法
の
変
化
に
よ
っ
て
、
こ
の
種
の
精
神
科
医
の
予
想
に
対
す
る
若

干
の
洞
察
が
得
ら
れ
の
で
あ
る
。
こ
の
法
律
制
定
以
前
に
は
、
自
殺
の

五
〇
六

恐
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
息
者
を
社
会
復
帰
の
治
療
が
終
了
す
る
ま

で
強
制
拘
束
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
法
律
の
も
と
で
は
、
緊
急
の

六
二
時
間
が
経
過
し
た
後
は
、
最
初
の
強
制
的
施
設
収
容
は
三
〇
日
に

限
定
さ
れ
、
そ
の
後
さ
ら
に
拘
束
を
続
け
る
た
め
に
は
法
的
手
続
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ン
タ
ー
マ
ン
・
ペ
ト
リ
ス
略
式
法
の
追
跡
調
査

に
よ
れ
ば
、
再
度
の
証
明
が
求
め
ら
れ
る
の
は
非
常
に
ま
れ
で
あ
り
、

患
者
は
ご
く
日
常
的
に
拘
束
を
解
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
拘
束
を
解
か
れ
た
者
で
自
殺
を
し
た

者
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
デ
ー
タ
で
は
あ
る
が
、
こ
の
デ
ー

タ
か
ら
、
強
制
的
施
設
収
容
―
特
に
長
期
の
強
制
的
施
設
収
容
―
は
自

殺
防
止
と
い
う
社
会
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
必
要
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
自
殺
に
対
す
る
社
会
的
憂
慮
は
、
本
人
に
と
っ
て
直
ち
に

致
命
的
で
は
な
い
も
の
の
危
険
性
は
証
明
さ
れ
て
い
る
そ
の
他
の
行
為

に
対
す
る
社
会
の
ど

っ
ち
つ
か
ず
の
態
度
と
は

一
貫
性
を
欠
い
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
喫
煙
は
致
命
的
だ
と
公
に
非
難
さ
れ
て
い
る
が
違
法

で
は
な
い
し
、
同
様
に
サ
ツ
カ
リ
ン
は
発
癌
性
物
質
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
懸
念
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
的
に
入
手
可
能
で

あ
る
。
治
療
を
受
け
る
か
拒
否
す
る
か
に
つ
き
、
人
は
通
常
自
由
に
選



択
で
き
る
と
い
う
の
は
本
当
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
選
択
権
は
個
人
の
　
　
　
ば
、
こ
の
意
思
を
発
見
す
る
た
め
に
よ
り
大
き
な
努
力
が
払
わ
れ
ね
ば

自
由
の
た
め
に
日
常
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
精
神
病
の
発
病
以
前
に
作
成
さ
れ
た
患
者
が
実

さ
ら
に
ま
た
、
州
は
死
を
防
止
す
る
利
益
を
有
し
て
い
る
か
も
し
れ
　
　
　
際
に
介
入
を
望
ん
で
い
る
か
ど
う
か
明
確
に
述
べ
る
文
書
に
よ
っ
て
、

な
い
が
、
本
人
は
自
分
の
寿
命
を
決
定
で
き
る
確
固
と
し
た
哲
学
的
権
　
　
　
そ
の
患
者
が
施
設
収
容
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ

利
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
か
に
は
絶
対
的
な
死
ぬ
権
利
を
主
張
　
　
　
る
。
次
節
で
私
は
、
リ
ヴ
ィ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
が
こ
の
よ
う
な
文
書
と
し

し
て
い
る
者
さ
え
い
る
。
回
復
の
望
み
が
失
わ
れ
た
後
の
生
命
維
持
装
　
　
　
て
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
だ
ろ
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

置
の
停
止
を
本
人
が
命
ず
る
こ
と
を
許
す
多
数
の
制
定
法
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
一
定
の
場
合
に
お
い
て
多
く
の
者
は
こ
の
よ
う
な
権
利
を
主
　
　
　
Ｂ
・
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
の
利
用

張
し
て
い
る
。
法
と
精
神
健
康
の
問
題
に
関
す
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
法

律
家
委
員
会
は
強
制
拘
束
の
正
当
事
由
と
し
て
自
殺
の
危
険
性
を
拒
否
　
　
　
　
能
力
が
あ
る
状
態
で
作
成
さ
れ
た
リ
ヴ
イ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
に
よ
っ

し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
被
後
見
人
を
強
制
的
に
治
療
で
き
る
か
ど
う
か
が
決
定
さ
れ
る
べ

け
れ
ど
も
、
自
殺
防
止
の
た
め
に
本
人
を
施
設
収
容
す
る
に
あ
っ
た
　
　
　
き
で
あ
る
。
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
を
利
用
す
れ
ば
、
被
後
見
人
は
能

て
は
、
そ
の
本
人
の

「真
の
」
希
望
に
基
づ
い
て
行
動
し
て
い
る
の
だ
　
　
　
力
あ
る
う
ち
に
治
療
が
自
分
の
最
善
の
利
益
で
あ
る
か
否
か
を
決
定
で

と
州
は
主
張
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
施
設
収
容
さ
せ
ら
れ
　
　
　
き
る
こ
と
に
な
る
。
法
と
精
神
健
康
の
問
題
に
関
す
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

た
患
者
に
よ
る
自
律
性
の
主
張
に
応
え
て
、
患
者
は
病
気
が
な
け
れ
ば
　
　
　
ア
法
律
家
委
員
会
に
よ
っ
て
強
制
的
介
入
の
た
め
の
唯

一
の
正
当
な
基

介
入
を
望
ん
だ
で
あ
ろ
う
と
州
は
反
論
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
　
　
　
準
と
し
て
承
認
さ
れ
た
基
準
の
も
と
で
は
、
医
師
は
、
自
己
や
他
人
に

う
な
場
合
に
お
け
る
介
入
の
た
め
の
唯

一
の
理
論
的
根
拠
が
患
者
の
　
　
　
対
す
る
将
来
の
危
険
性
を
予
想
し
た
り
扱
っ
た
り
す
る
よ
り
も
、
患
者

「真
の
」
意
思
で
あ
り
、
た
だ
こ
の
正
当
化
だ
け
が
本
人
の
自
律
性
を
　
　
　
に
影
響
を
与
え
る
情
緒
状
態
の
治
療
可
能
性
に
取
り
組
む
よ
う
要
請
さ

社
会
が
信
じ
る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
　
　
　
れ
て
い
る
。
患
者
を
治
療
す
る
た
め
に
は
能
力
が
あ
る
状
態
で
な
さ
れ

早
期
の
検
認
―
高
齢
者
の
た
め
の
後
見
制
度
に
関
す
る
新
た
な
展
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
七
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た
そ
の
患
者
の
治
療
の
決
定
に
関
す
る
知
識
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
知
識
を
提
供
す
る
リ
ヴ
ィ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
に
よ
っ
て
、
治
療
提
供
を

決
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
治
療
の
た
め
の
入
院
を
恐
れ

る
よ
り
も
不
合
理
な
行
動
に
よ
っ
て
自
分
の
地
位
や
雇
用
を
あ
や
う
く

す
る
の
を
恐
れ
る
よ
う
な
人
々
は
、
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
を
使
う
こ

と
に
よ
っ
て
治
療
に
対
し
て
前
も
っ
て
同
意
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
人
々
は
入
院
手
続
を
短
縮
し
早
期
治
療
を
容

易
に
す
る
た
め
に
文
書
を
提
出
す
る
で
あ
ろ
う
。

財
産
管
理
の
文
書
と
し
て
の
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
を
困
難
な
も

の
に
し
て
い
る
実
際
上
の
問
題
は
、
将
来
の
医
療
的
介
入
の
限
界
を
設

定
し
よ
う
と
す
る
試
み
に
付
随
す
る
困
難
に
比
べ
れ
ば
大
し
た
こ
と
で

は
な
い
。
治
療
の
形
態
は
刻

一
刻
と
根
本
的
に
変
化
す
る
し
、
施
設
の

質
と
療
法
の
形
態
も
ま
た
変
化
を
免
れ
な
い
。
こ
の
時
の
経
過
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
変
化
に
よ
く
耐
え
る
こ
と
は
、
た
だ
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・

ウ
ィ
ル
で
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
治
療
に
つ
き
無
条
件
に
同
意
し
た
り
拒
否

し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

れ
で
も
な
お
、
包
括
的
で
は
な
い
文
書
に
よ
っ
て
も
何
ら
か
の
利
益
を

う
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
療
法
を

ひ
ど
く
怖
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
特
に
定
め
る
こ

五
〇
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と
を
望
む
者
も
い
よ
う
。
同
様
に
、
向
精
神
薬
を
忌
み
嫌
う
者
や
、
精

神
外
科
に
特
に
魅
力
を
感
じ
な
い
者
も
い
れ
ば
、
感
じ
る
者
も
い
よ

う
。
た
と
え
ば
、
強
制
入
院
は
そ
の
形
態
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず

三
ヶ
月
に
制
限
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
、
強
制
治
療
の
な
さ
れ

る
期
間
を
制
限
し
た
い
者
も
い
れ
ば
、
で
き
る
な
ら
ば
あ
る
施
設
に
入

り
た
い
、
あ
る
い
は
入
り
た
く
な
い
と
表
明
す
る
者
も
い
る
で
あ
ろ

つヽ
。将

来
の
医
療
的
介
入
を
制
御
す
る
拘
束
力
あ
る
文
書
を
提
出
で
き
る

こ
と
の
重
要
性
は
、
こ
の
文
書
に
よ
っ
て
、
本
人
は
制
御
権
を
自
ら
の

手
に
取
り
戻
し
、
か
く
し
て
年
を
と
つ
た
時
に
圧
倒
的
な
力
に
よ
っ
て

完
全
に
支
配
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
不
安
の
生
じ
る
可
能
性
を
減
少
で

き
る
点
に
あ
る
。
す
べ
て
の
可
能
な
代
替
策
を
考
慮
し
た
り
、
治
療
に

お
け
る
進
歩
を
反
映
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
こ
の
文
書

は
恐
ら
く
不
完
全
な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は

自
分
自
身
に
対
し
て
責
任
を
も
て
る
と
い
う
こ
の
文
書
が
人
々
に
与
え

る
可
能
性
に
比
べ
れ
ば
さ
し
て
重
要
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。



Ⅲ
　
結
論

リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
に
必
要
な
立
法
を
採
用
し
て
も
、
当
然
試
験

的
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
要
求
さ
れ
て
い
る
文
書
を
作
成
し

な
い
人
も
多
数
い
る
だ
ろ
う
。
リ
ヴ
ィ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
を
作
成
し
な
い

人
は
、
そ
の
法
律
の
改
正
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
最
初
か
ら
制
定
法
を
利
用
す
る
少
数
の
人
の
存
在
に
よ
り
、
立

法
府
は
こ
の
立
法
の
結
果
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
あ

る
い
は
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
に
規
定
さ
れ
て
い
る
管
理
や
監
護
の
枠

組
み
が
、
子
供
や
親
や
配
偶
者
な
ど
に
と
っ
て
不
公
平
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
こ
れ
は
遺
言
に
つ
い
て
も

同
様
に
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
遺
言
は
不
公
平
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
本
人
が
自
ら
選
択
す
る
こ
と
を
規
定
で
き
る
重
要
性
は
こ
れ

に
勝
る
の
で
あ
り
、
ま
つ
た
く
同
じ
こ
と
が
リ
ヴ
イ
ン
グ

・
ウ
イ
ル
に

つ
い
て
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
を
提
案
す
る
最
大
の
利
点
は
、
そ
の
判
断
が

も
は
や
信
用
で
き
な
い
生
存
中
の
人
間
の
財
産
と
身
上
に
つ
い
て
何
を

な
す
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
を
、
確
実
に
そ
の
無
能
力
者
の
最
善

の
利
益
を
考
え
な
が
ら
そ
の
問
題
に
対
処
す
る
だ
ろ
う

一
人
の
人
間

早
期
の
検
認
―
高
齢
者
の
た
め
の
後
見
制
度
に
関
す
る
新
た
な
展
望 ―

他
な
ら
ぬ
以
前
の
本
人
自
身
―

の
手
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
点

に
あ
る
。
少
な
く
と
も
リ
ヴ
イ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
を
利
用
す
れ
ば
、
貪
欲

が
支
配
し
、
被
後
見
人
が
慈
善
の
名
の
も
と
に
財
産
を
奪
わ
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
実
例
を
裁
判
手
続
に
お
い
て
目
に
す
る
こ
と
は
な
く
な
る
で

あ
ろ
う
。
リ
ヴ
ィ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
は
、
最
も
適
切
な
財
産
処
分
は
何
で

あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
疑
念
を
取
り
除
き
、
か
く
し
て
被
後

見
人
の
最
善
の
利
益
を
決
定
し
よ
う
と
し
て
現
在
裁
判
所
と
親
類
が
負

わ
さ
れ
て
い
る
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
リ
ヴ
ィ
ン

グ

・
ウ
ィ
ル
は
、
年
を
と
る
と
自
分
の
生
命
を
支
配
す
る
他
人
に
圧
倒

さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
者
に
、
き
つ
と
実
感

で
き
る
利
益
を
与
え
る
だ
ろ
う
。
将
来
の
身
上
監
護
の
方
向
性
と
財
産

の
利
用
に
つ
い
て
決
定
す
る
権
利
は
、
本
人
が
有
し
て
い
る
自
分
自
身

に
対
し
て
責
任
を
も
つ
権
利
に
重
要
な

一
要
素
を
付
け
加
え
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

［後
記
］
本
翻
訳
は
、
公
益
信
託
　
甘
粕
記
念
信
託
研
究
助
成
基
金
に

よ
る
研
究
助
成
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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